
キク科の多年草で、イワニガナの
別名でも呼ばれる。茎は地面を這っ
て広がっていくので、「地縛り」の意
味と考えられる。葉の付け根から茎
を立ち上げ、その先に花を咲かせる。
タンポポが小ぶりになったような花
である。茎を切ると白い汁が出るの
もタンポポと似ている。毎朝開花す
る花を見て、開花にかかる時間を計
ったことがある。つぼみが開ききる
のに５分とかからなかった。

小形のセセリチョウ科で、長岡で
は低山帯を中心に広く観察される。
春先から秋まで出現し、個体数も多
い。チャバネセセリの仲間は似た種
が多く区別は難しいが、本種は羽の
裏側に黄白色の部分が多いことで、
容易に区別できる。
夏に入ると、水溜まりで頻繁に吸
水するが、吸水に集まるのはオスば
かりである。

お問い合わせは
科学博物館†３２・０５４６へ
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北
越
戊
辰
戦
争
最
大
の
激
戦
地

の
一
つ
大
黒
古
戦
場
跡
は
、
新
組

小
学
校
前
の
交
差
点
を
南
に
折
れ

て
、
五
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
進
ん
だ

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

河
井
継
之
助
を
軍
事
総
督
と
し

て
こ
の
戦
い
に
臨
ん
だ
長
岡
藩
で

し
た
が
、
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）

五
月
十
九
日
、
長
岡
城
は
、
西
軍

に
奪
わ
れ
ま
し
た
。

河
井
は
、
そ
の
後
、
加
茂
（
加

茂
市
）
で
陣
を
立
て
直
し
、
奥
羽

越
列
藩
同
盟
各
藩
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
体
制
を
整
え
、
反
撃
の
機

会
を
う
か
が
っ
て
い
ま
し
た
。

六
月
二
日
、
長
岡
藩
兵
は
、
河

井
の
命
を
受
け
た
山
本
帯
刀
の
指

揮
に
よ
り
、
会
津
・
米
沢
藩
兵
と

と
も
に
反
撃
を
開
始
。
激
闘
の
末
、

今
町
（
見
附
市
）
ま
で
勢
力
を
伸

ば
し
て
い
た
西
軍
（
新
政
府
軍
）

を
大
黒
付
近
ま
で
退
け
ま
す
。
そ

の
後
、
戦
闘
は
こ
う
着
。
福
井
村

と
大
黒
の
間
で
、
両
軍
の
激
戦
が

約
一
カ
月
間
に
渡
っ
て
交
わ
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

戦
い
は
、
泥
田
に
潜
み
、
あ
る

い
は
闇
夜
に
乗
じ
て
敵
を
襲
う
と

い
う
激
し
い
も
の
と
な
り
、
六
月

十
四
日
と
二
十
二
日
の
戦
闘
で
は
、

両
軍
合
わ
せ
て
約
百
人
の
死
者
を

出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
過
酷
な
戦
い
は
、
長
岡
藩

の
八
丁
沖
か
ら
の
奇
襲
に
よ
る
七

月
二
十
五
日
の
長
岡
城
奪
還
ま
で

続
き
ま
し
た
（
長
岡
城
は
、
二
十

九
日
に
再
び
陥
落
）。

現
在
、
周
囲
に
は
広
々
と
し
た

美
田
が
広
が
り
、
百
三
十
五
年
前

の
激
し
い
戦
い
を
物
語
る
も
の
は
、

古
戦
場
跡
の
公
園
に
建
つ
記
念
碑

だ
け
で
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見 写真の碑は、昭和12年（1937）に地元

の有志が建立した「戊辰戦蹟記念碑」で、
山本五十六の揮毫です。

▲大黒古戦場跡（大黒町）

大だ
い

黒こ
く

古こ

戦せ
ん

場じ
ょ
う

跡あ
と

*8
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アメリカシロヒトリの駆除は、
農村のはさ木の保護を目的に始ま
り、昭和40年代には市内全域で行
われるようになりました。
しかし、はさ木がほとんど見ら
れなくなった近年、薬剤の散布対
象は個人の庭木や街路樹に変わっ
てきました。
現在、個人の庭木への一斉散布
は各町内会の判断で行われていま
す。市は、希望する町内会に薬剤
の無料提供と散布機の貸し出しを
しています。

実施町内会は全体の56％に減少

アメリカシロヒトリの駆除剤は、
発生前の木に散布しても、また、
被害のない木に散布しても効果が
ないことや、費用負担の観点から、
平成12年６月の市政だよりに「駆
除薬剤の一斉散布は必要ですか？」
という記事を掲載して一斉駆除が

見直しの時期に入っていることを
お知らせしました。
さらに、平成13年１月には、各

町内会長にアメリカシロヒトリの
駆除作業について、町内会で十分
検討していただき
たいとお願いしま
した。
その結果、過去
５年間で109の町
内会が一斉駆除をやめています。
主な理由は、「薬剤による健康

への影響が心配」「個人の庭木は
個人で対応すべき」「散布する人
が確保できなくなった」などです。

もう一度見直してみましょう！

アメリカシロヒトリの駆除につ
いては、「継続すべき」「廃止すべ
き」「大量発生し、被害が拡大した
ら市で対応」など、いろいろなご
意見をいただいています。
市では、５割を超える町内会が
一斉駆除を必要としている現状で
は、この事業を直ちに廃止するこ
とは難しいと考えています。
今後は、市民のみなさんのご理
解をいただきながら、この業務を
徐々に縮小していく予定です。
アメリカシロヒトリの駆除につ
いてのご意見は環境業務課へ。

～アメリカシロヒトリの一斉駆除は必要ですか？～

問い合わせ＝環境業務課†24・2837

14

５月24日に開園した国営越後丘陵公園の「ばら園」。169種、 
1,110本のばらが植えられ、約80人の市民ボランティアが維
持管理に活躍しています。６月６日には、「花と緑の館」が 
開館する国営越後丘陵公園（関連記事４ページ）は今、長岡
で一番熱いスポットです。 

市政ニュース ……………………………………………  ２～９ 

長岡まつりのお知らせ …………………………………  10、11 

お知らせ …………………………………………………  12～27

■表紙　「ばら園」の開園に向け作業をする市民ボラン 
　ティア（５月18日・国営越後丘陵公園） 
 



３ ２

こ
れ
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
を
中

心
と
す
る
中
心
市
街
地
に
お
い
て

は
、
活
性
化
に
向
け
て
各
種
の
調

査
や
具
体
的
な
事
業
の
検
討
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
都
市
構
造

の
変
化
と
低
迷
す
る
経
済
状
況
の

な
か
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業
展
開
に
は
な
か
な

か
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
、
社
会
経
済
環
境
が
急
速

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
や
市
町
村

合
併
を
含
む
新
た
な
視
点
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
心
市

街
地
の
将
来
像
を
再
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
た
び
、
長
岡
市

中
心
市
街
地
構
造
改
革
会
議
を
設

置
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
時
代
の
変
化

を
見
据
え
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
目
指
し
た
都
市
機
能
の
構
造

的
な
再
構
築
を
行
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
が
持
つ
特
性
と
優

位
性
を
最
大
限
生
か
し
、
中
心
市

街
地
に
あ
る
こ
と
が
多
く
の
市
民

に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
や
、
都

心
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
都

市
機
能
を
再
編
す
る
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
実
現
す

る
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

五
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
初
会

合
で
は
、
討
議
の
中
で
委
員
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
「
都
市
の
文
化
を

創
造
再
生
す
る
の
は
中
心
市
街
地

の
役
割
で
あ
る
」
「
今
が
中
心
市

街
地
活
性
化
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
」

「
都
心
居
住
な
ど
商
業
以
外
の
活

性
化
方
策
も
必
要
」
な
ど
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
月
一
回
程
度
会
議
を
開

催
し
、
秋
ご
ろ
に
は
中
間
報
告
と

し
て
議
論
を
整
理
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

今
年
度
中
に
提
言
と
し
て
ま
と
め

ま
す
。

中
心
市
街
地
の
構
造
改
革
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち

な
か
活
性
課
†
39
・
２
８
０
７
へ

ど
う
ぞ
。

「
合
併
し
た
ら
、
こ
ん
な
地
域

に
し
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
新
市
の
将
来

像
を
検
討
・
提
案
し
て
も
ら
う
、

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
参
加
型
検
討
会
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

長
岡
地
域
八
市
町
村
の
住
民
の

み
な
さ
ん
五
十
人
が
七
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
や
議
論
の
進

め
方
な
ど
を
自
由
に
決
め
な
が
ら
、

四
回
に
わ
た
っ
て
熱
心
な
話
し
合

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
一
日
の
最
終
回
に
は
、

各
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
発
表
が
行
わ

れ
、
将
来
像
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

な
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
（
左
欄

参
照
）。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
終
え
た
参

加
者
か
ら
は
、
「
合
併
後
の
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
で
き
た
」

「
み
ん
な
が
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
「
他
の
市
町
村
の
人

と
友
だ
ち
に
な
っ
た
」
「
夢
の
あ

る
意
見
が
た
く
さ
ん
出
て
楽
し
か

っ
た
」
な
ど
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
検
討
内

容
や
提
案
は
、
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
と
も
に
、
新
市
将
来
構
想

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

市
町
村
合
併
を
踏
ま
え
た
新
た
な
視
点
で

中
心
市
街
地
の
構
造
改
革
を
検
討

▲ＪＲ長岡駅を中心に公共交通網が発達し、社会資本が充実している中心市街地
（平成14年８月撮影）

具
体
的
な
事
業
を
検
討

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
ま
す

長岡市中心市街地構造改革会議委員 

中
心
市
街
地
の
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
空
洞
化
や
活
力
の
低
下
が
指
摘
さ

れ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
と
活
性
化
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
合
併
後
の
長
岡

地
域
全
体
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
中
心
市
街
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
を
始
め
ま
し
た
。

市政ニュース NAGAOKA

市
町
村
合
併
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

新
市
の
将
来
像
を
提
案

第
五
回
任
意
合
併
協
議
会
が
五

月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
「
今
後
の
地
方
自

治
制
度
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
国

の
地
方
制
度
調
査
会
の
中
間
報
告

が
出
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
地

域
自
治
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
間
報
告
で
は
、
合
併
後
も
合

併
前
の
旧
市
町
村
単
位
に
一
定
の

権
限
を
持
っ
た
地
域
自
治
組
織
が

設
置
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

委
員
か
ら
は
、
「
研
究
会
な
ど

を
設
置
し
て
、
こ
の
問
題
を
深
く

検
討
し
た
ら
ど
う
か
」
「
地
域
審

議
会
方
式
に
し
て
合
併
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
生
か
す
べ
き
」
「
地

域
自
治
組
織
に
つ
い
て
長
岡
独
自

の
方
式
が
で
き
な
い
か
」
な
ど
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
住
民
の
声
が
市

政
に
的
確
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
市
全
体
が
発
展
す
る

よ
う
な
し
く
み
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

地
域
自
治
組
織
の
あ
り
方
は
、

合
併
の
方
式
や
新
市
の
名
称
な
ど

と
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
次
回
以
降
こ
れ
ら
と
合

わ
せ
、
重
要
事
項
と
し
て
協
議
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
会
議
で
は
、
第
三

回
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会

（
五
月
十
六
日
開
催
）
の
内
容
が

報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
特
別
職
の
身

分
の
取
り
扱
い
や
組
織
機
構
お
よ

び
支
所
の
取
り
扱
い
な
ど
、
合
併

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
会
議
の
詳
し
い
内
容
は
、

市
政
だ
よ
り
と
一
緒
に
配
布
さ
れ

る
「
任
意
合
併
協
議
会
だ
よ
り
」

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

次
回
は
、
六
月
九
日
b
午
後
六

時
か
ら
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
行
わ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す

る
人
は
、
当
日
開
会
三
十
分
前
か

ら
先
着
順
（
五
十
人
程
度
）
で
受

け
付
け
ま
す
。
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▲グループごとに望むまちの将来像を発表しました

長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議
会
を
開
催

地
域
自
治
組
織
の
あ
り
方
を
検
討

【主な提案】
○各地域が独自の色を出しながら、全
体として調和がとれているまち
○自然、人、文化、産業などがいろい
ろな「わ」（＝輪・和・環・我・・・）
をつくっているまち
○今ある小さな単位のコミュニティの
活動がいきいきと続くまち
○旧市町村単位の枠組みはいらない。
身近な地域のコミュニティが自治能
力を高め、直接新市とやりとりでき
るまち
○山・里・都市が調和した地産地消の
まち
○地域の歴史や文化と最先端の技術が
融合したまち
○世界に向け子や孫が自慢できるまち

合併したら、こんなまちに

長岡市 

三島町 

小国町 

越
路
町 

中
之
島
町 

山
古
志
村 

見附市 

栃尾市 
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地
方
事
情
を
ご
視
察
の
た
め
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
六
月
十
一
日

d
〜
十
三
日
f
、
新
潟
県
に
お
い

で
に
な
り
ま
す
。
県
内
ご
訪
問
は
、

ご
即
位
後
今
回
が
初
め
て
で
す
。

初
夏
の
緑
が
青
々
と
し
て
す
ば

ら
し
い
こ
の
季
節
に
両
陛
下
を
お

迎
え
で
き
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
。

長
岡
市
に
は
、
六
月
十
二
日
e

〜
十
三
日
f
ご
滞
在
さ
れ
、
新
潟

県
立
歴
史
博
物
館
を
ご
視
察
さ
れ

る
予
定
で
す
。

ご
視
察
先
や
沿
道
の
主
要
な
個

所
に
奉
送
迎
場
所
を
設
け
ま
す
。

参
集
目
安
時
刻
は
左
欄
の
と
お
り

で
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

温
か
い
お
出
迎
え
、
お
見
送
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
即
位
後
初
め
て
の
県
内
事
情
ご
視
察

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
長
岡
市
に
お
迎
え

長
岡
市
で
は
、県
立
歴
史
博
物

館
を
ご
視
察

ミ
ニ
ニ
ュー
ス国

営
越
後
丘
陵
公
園
内
で
建
設

の
進
め
ら
れ
て
い
た
「
花
と
緑
の

館
休
憩
棟
」
が
い
よ
い
よ
完
成
し
、

６
月
６
日
f
正
午
に
開
館
し
ま
す
。

施
設
内
で
は
、
四
季
を
通
じ
て

屋
内
で
植
栽
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ

る
開
放
的
な
屋
内
空
間
と
本
格
的

な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
授
乳
室
な
ど
も

備
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場

所
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー
†
47
・
８
０
０
１

6
月
6
日
F
、
国
営
越

後
丘
陵
公
園
に
「
花
と

緑
の
館
」
オ
ー
プ
ン
！

▲「花と緑の館休憩棟」の屋根の曲線は、
背景をなす里山の柔らかな稜線をイメージ
し、雄大な信濃川の流れ、公園の健康ゾー
ンとしての躍動感を表わしています。

施設内容
１階
いこいの広場（多
目的広場）、体験
学習室（約60人収
容可能。大型スク
リーン完備）、売
店、授乳室
２階
レストラン（約100
席）、展示室、図
書情報コーナー

お出迎え・お見送りの参集目安時刻

□長岡インター～国道８号経由で新潟県立歴史博物館へ

□新潟県立歴史博物館　お出迎え 午後2時40分ころ

□同博物館　お見送り 午後4時10分ころ

□国道８号～長岡大橋～横枕町稲葉線経由でホテルニュ

ーオータニ長岡へ

□ホテルニューオータニ長岡　お出迎え

午後4時40分ころ

□同ホテル　ご宿泊

□同ホテル　お見送り　　　　　　午前9時10分ころ

□横枕町稲葉線～長岡大橋～国道８号～長岡インター経

由で柏崎市へ

□柏崎市～長岡インター～国道８号～大手大橋経由で大

手通りへ

□ＪＲ長岡駅　お見送り　　　　　午後2時30分ころ

（新幹線で東京へ）

第1日　6月12日E

第2日　6月13日F

５

市
は
八
月
か
ら
、
市
立
小
・
中

学
校
の
校
舎
を
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
生
涯
学
習
や
地
域
活
動
の
場

と
し
て
新
た
に
開
放
し
ま
す
。

現
在
、
学
校
の
体
育
館
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
開
放
の
対
象
と
な
る
の
は
、

図
書
室
や
音
楽
室
、
家
庭
科
室
と

い
っ
た
特
別
教
室
の
ほ
か
、
会
議

室
な
ど
の
校
舎
の
一
部
で
す
。

校
舎
の
開
放
は
、
地
域
の
共
有

財
産
で
あ
る
学
校
施
設
を
地
域
の

み
な
さ
ん
の
活
動
に
役
立
て
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
学
校
の
完
全
週

五
日
制
に
対
応
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
進

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み

で
、
よ
り
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

校
舎
は
、
主
に
そ
の
学
校
の
校

区
に
居
住
す
る
人
で
構
成
す
る
団

体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
、
あ
ら
か

じ
め
登
録
を
し
て
利
用
し
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ラ
ス

・
料
理
・
絵
画
な
ど
の
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
の
活
動
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
本
の
読
み
聞
か
せ
、
子

ど
も
会
や
老
人
会
の
各
種
活

動
、
町
内
の
会
議
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
や
地
域

活
動
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
学

校
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

五
月
一
日
、
日
越
地
区
の
み
な

さ
ん
の
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る

日
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

宝
地
町
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

公
民
館
・
児
童
館
・
地
区
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
併
せ
持
つ
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

集
会
室
、
工
作
室
、
音
楽
室
、
児

童
室
、
図
書
室
の
ほ
か
、
地
区
の

高
齢
者
世
帯
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
利
用
す
る
調
理
室
や
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
も
で
き
る
大
ホ
ー
ル
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
高
齢
者
や
車
い
す
利

用
者
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
設
計
と
な

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
図
書
室

を
子
ど
も
と
大
人
の
共
用
に
す
る

な
ど
、
館
内
で
世
代
を
超
え
た
交

流
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
な
工
夫

も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
、
生
涯
学
習
や
福
祉
活
動
、
文

化
活
動
と
い
っ
た
、
地
区
の
み
な

さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
が
よ
り
活

発
に
行
わ
れ
ま
す
。

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

小
・
中
学
校
の
校
舎
を
開
放
し
ま
す

学
校
は
地
域
の
財
産
で
す

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

日
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

▲お母さんたちのボランティアによる本の読み聞かせ（５月15日・千手小学校の図書
室で） 校舎の新たな開放により、学校を利用して地域のさまざまな活動ができるよ
うになります。

対象＝構成員の半数以上が、使用する学校の
校区に居住（通勤、通学を含む）する
人からなる団体（営利目的の使用はで
きません）

使用できる教室＝図書室、音楽室、家庭科室、
図工室、会議室など（学校により使用
できない教室もあります）

使用開始＝申し込みがあった学校の施設改修
などを行い、施設の準備が整う８月こ
ろから順次開放します。

使用時間＝平日…午後５時～９時30分
土・日・祝日とその他の休校日（長期
休業期間など）…午前９時（原則）～
午後９時30分

団体登録＝希望する団体は、６月２日bから
教育総務課（市役所５階）で登録をし
てください（以降随時受け付け）

使用申し込み＝登録が済んだ団体は７月１日
cから、使用したい学校に使用許可申
請書を提出してください。

問い合わせ＝教育総務課1３９・２２３８

～ご利用ください～
小・中学校の校舎開放（無料）▲日越コミュニティセンター

～注意事項～
●上記時刻は、おおよその予定時刻ですので、変わるこ

とがあります。

●ご視察先等の駐車スペースに限りがありますので、マ　

イカーでの来場はご遠慮ください。

●奉送迎場所によっては大勢の人出が予想されます。安

全のため、警察官や係員の指示に従ってください。

●沿道では、一時的に交通規制がかかる場合があります

ので、ご協力をお願いします。

問い合わせ　秘書広報課†３９・２２０２



７

七
月
十
二
日
g
、
大
手
通
り
の

「
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
」
向

か
い
に
、
市
民
活
動
の
新
し
い
拠

点
と
し
て
「
ま
ち
な
か
・
考
房
」

が
誕
生
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
空
き
店
舗
を
活
用

す
る
も
の
で
、
一
階
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
戦
災
資
料
館

（
仮
称
）、
広
域
市
町
村
コ
ー
ナ
ー
、

観
光
物
産
コ
ー
ナ
ー
が
、
二
階
に

は
、
ま
ち
づ
く
り
考
房
、
長
岡
造

形
大
学
生
の
作
品
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
が
入
り
ま
す
。

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」の
管
理
・

運
営
は
、
建
築
家
や
中
心
商
店
街

関
係
者
、
長
岡
造
形
大
学
生
ら
で

構
成
さ
れ
る
「
な
が
お
か
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
企
画
運
営
会
議
」

が
行
い
ま
す
。

こ
の
組
織
は
、
中
心
市
街
地
を

活
性
化
し
よ
う
と
、
市
民
セ
ン
タ

ー
の
企
画
運
営
を
行
っ
て
い
る
メ

ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
市
民
が

自
主
的
に
つ
く
っ
た
も
の
で
す
。

中
心
市
街
地
に
求
め
ら
れ
る
も
の

を
市
民
の
視
点
で
検
討
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
活
性
化
を
担
う
人
材

や
テ
ー
マ
を
掘
り
起
こ
し
、
実
践

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
の
オ
ー

プ
ン
後
は
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
て

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
企
画
提
案
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
中
心
市
街
地
を
元
気

に
し
よ
う
と
意
欲
的
に
取
り
組
む

こ
の
市
民
主
体
の
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

戦
災
資
料
館
（
仮
称
）
に
は
、

現
在
、
科
学
博
物
館
が
所
蔵
し
て

い
る
戦
災
資
料
を
移
設
し
て
展
示

し
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
空
襲
を
風
化
さ
せ

る
こ
と
な
く
語
り
継
ぎ
、
平
和
の

尊
さ
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
場
、

交
流
の
場
と
し
て
も
整
備
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

五
月
十
二
日
、
第
一
回
企
画
運

営
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
施

設
の
性
格
や
運
営
体
制
な
ど
、
施

設
整
備
の
基
本
的
な
方
針
に
つ
い

て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
検
討
委
員
会
で
は
、
施

設
の
名
称
や
展
示
内
容
、
施
設
を

利
用
す
る
際
の
ル
ー
ル
な
ど
を
具

体
的
に
検
討
し
、
開
館
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、ま
ち
な
か
・

考
房
全
体
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
な

か
活
性
課
†
39
・
２
８
０
７
へ
、

戦
災
資
料
館
（
仮
称
）
に
つ
い
て

は
、
庶
務
課
†
39
・
２
２
０
３
へ

ど
う
ぞ
。

大
手
通
り
に
市
民
活
動
の
新
た
な
拠
点

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」7
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
中

施
設
の
管
理
・
運
営
は
市
民

の
手
で

▲ユニークで楽しい提案がいっぱいのタウンマネージメント
企画運営会議。上のロゴはメンバーがデザインしました。

長岡市戦災資料館（仮称）企画運営検討委員 

市
民
参
加
の
戦
災
資
料
館

位置図 
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ご
み
の
新
た
な
分
別
収
集
と
家

庭
ご
み
有
料
化
の
主
な
ね
ら
い
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

①
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

が
進
み
ま
す

新
た
な
分
別
収
集
で
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
の
分
別
収

集
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
燃
や
さ
な
い
ご
み

の
約
六
割
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
ご
み
を
有
料
化
す

る
一
方
で
、
資
源
物
は
現
在
と
同

様
に
無
料
で
収
集
す
る
こ
と
で
、

ご
み
と
資
源
の
分
別
が
進
み
、
ご

み
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

県
内
で
家
庭
ご
み
を
有
料
化
し

て
い
る
自
治
体
（
三
月
末
現
在
で

百
十
一
中
、
六
十
六
市
町
村
）
で

は
、
実
施
後
に
ご
み
の
量
が
平
均

で
約
二
五
％
減
っ
て
い
ま
す
。

②
ご
み
処
理
費
用
の
負
担
が
公

平
に
な
り
ま
す

家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
、
ご
み

を
出
す
人
か
ら
そ
の
量
に
応
じ
て
、

費
用
負
担
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
考
え
方
で
す
。

具
体
的
に
は
、
市
が
指
定
す
る

ご
み
袋
と
粗
大
ご
み
用
の
処
理
シ

ー
ル
を
購
入
し
て
い
た
だ
く
方
法

で
実
施
し
ま
す
。
ご
み
と
資
源
を

分
別
し
て
ご
み
と
し
て
出
す
量
を

減
ら
せ
ば
、
指
定
袋
の
使
用
枚
数

が
少
な
く
て
済
み
、
費
用
負
担
は

軽
く
な
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
減

量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
て
い
る

人
と
そ
う
で
な
い
人
の
間
の
不
公

平
感
は
な
く
な
り
ま
す
。

有
料
化
に
よ
る
収
入
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
や
不
法
投
棄
防
止
対

策
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

の
計
画
案
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す（
左
参
照
）。
そ
こ
で
お

聞
き
し
た
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
を
も
と
に
さ
ら
に
検
討
を
加

え
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
条
例
の

改
正
案
を
市
議
会
十
二
月
定
例
会

に
提
案
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

説
明
会
に
参
加
し
て
、
ぜ
ひ
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お

問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
業
務
課
†

24
・
２
８
３
７
へ
ど
う
ぞ
。

計
画
案
に
つ
い
て
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

説
明
会
を
各
小
学
校
区
で
開
催

家
庭
ご
み
の
有
料
化
を
来
年
10
月
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す

長
岡
市
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
よ
り
進
め
る
た
め
、
平
成
十
六
年
の
十
月
か
ら
ご
み
の

新
た
な
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
家
庭
ご
み
の
有
料

化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
今
月
、
こ
の
計
画
案
（
な
が
お
か
の
ご
み
改
革
案
）
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材

の
分
別
収
集
を
始
め
ま
す

燃
や
さ
な
い
ご
み
と
し
て
収
集

し
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容

器
包
装
材（
食
品
カ
ッ
プ
・
皿
、
外

装
フ
ィ
ル
ム
、
袋
、
キ
ャ
ッ
プ
な

ど
）を
資
源
物
と
し
て
新
た
に
分

別
収
集
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

●
家
庭
ご
み
を
有
料
化
し
ま
す

「
燃
や
す
ご
み
」「
燃
や
さ
な
い

ご
み
」「
粗
大
ご
み
」
を
有
料
化
し

ま
す
。
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
新
聞
な
ど
の
資
源
物
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
無
料
で
収
集
し
ま
す
。

●
粗
大
ご
み
の
コ
ー
ル
収
集
を

始
め
ま
す

「
粗
大
ご
み
」
は
、
事
前
に
電

話
な
ど
で
申
し
込
み
が
あ
っ
た
家

庭
の
玄
関
先
等
に
収
集
に
伺
う
、

戸
別
収
集
に
変
更
し
ま
す
。

「
な
が
お
か
の
ご
み
改
革
案
」

の
三
つ
の
柱

「ながおかのごみ改革案」の

説　明　会
直接会場にお越しください。

①各小学校区での説明会
６月２日b～20日fの期間

中、各小学校区の公民館など
で開催します（時間はいずれ
も午後７時30分～８時30分）。
期日と会場は、市政だより５
月号（26ページ）や町内の班
回覧文書、市のホームページ
などでお知らせしています。
詳しくは、環境業務課†24・

2837へお問い合わせください。

②ながおか市民センター
での説明会

日時＝６月26日e午後１時30
分～２時30分、27日f

午前11時～正午 ▲ごみステーションに出された
燃やさないごみ

市政ニュース NAGAOKA
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こ
ど
も
発
達
相
談
室
と
家
庭
児

童
相
談
室
は
こ
れ
ま
で
、
水
道
町

の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の
機
能

訓
練
室
で
相
談
業
務
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
年
々
、
相
談
の
件
数
や

利
用
者
が
増
え
、
ゆ
っ
く
り
相
談

が
で
き
る
場
所
や
発
達
相
談
の
集

団
遊
び
に
適
当
な
広
さ
を
確
保
す

る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
保
護
者
が
安
心
し
て

相
談
が
で
き
、
ま
た
子
ど
も
が
の

び
の
び
と
遊
べ
る
発
達
相
談
の
環

境
を
整
え
る
た
め
、
二
つ
の
相
談

室
を
移
転
し
、
新
た
に
子
ど
も
・

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設

す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
建
物
に
は
、
私
立

の
長
生
保
育
園
の
旧
園
舎
を
借
り

受
け
、
そ
こ
を
使
用
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
二
つ
の
専
用

相
談
室
と
発
達
相
談
の
集
団
遊
び

に
利
用
す
る
プ
レ
ー
ル
ー
ム
を
設

け
ま
す
。
ま
た
、
歩

行
訓
練
用
の
手
す
り

や
保
護
者
の
交
流
の

場
を
新
た
に
設
置
す

る
ほ
か
、
屋
外
の
遊

技
場
や
遊
具
も
発
達

相
談
の
場
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
隣
接
す

る
健
康
セ
ン
タ
ー
と
も
健
康
診
査

や
療
育
相
談
な
ど
の
面
で
連
携
を

と
り
や
す
く
な
り
、
よ
り
幅
広
い

面
か
ら
相
談
や
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
こ
こ
数
年
全
国
で
、
児

童
虐
待
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。
市
内
で
も
昨
年
度
、
家
庭

児
童
相
談
室
に
は
、
児
童
虐
待
に

関
す
る
相
談
が
百
六
件
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市

は
「
長
岡
の
子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
連
絡
会
（
児
童
虐
待
防
止
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
」
を
子
ど
も
・
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー
内
に
発
足
さ
せ

ま
す
。

連
絡
会
で
は
、
児
童
虐
待
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

家
庭
裁
判
所
や
警
察
、
児
童
相
談

所
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て

情
報
の
共
有
化
を
進
め
、
虐
待
の

防
止
や
早
期
発
見
・
介
入
を
よ
り

迅
速
に
行
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

こ
ど
も
発
達
相
談
室
と
家
庭
児

童
相
談
室
、
そ
し
て
児
童
虐
待
の

相
談
・
家
庭
支
援
と
い
う
三
つ
の

機
能
を
備
え
て
オ
ー
プ
ン
す
る
新

た
な
子
ど
も
・
家
庭
相
談
セ
ン
タ

ー
。
「
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て

心
配
な
こ
と
が
あ
る
」
「
親
子
関

係
で
悩
ん
で
い
る
」
な
ど
、
お
子

さ
ん
の
こ
と
で
何
か
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
を
さ
ら
に
充
実

長
岡
市
子
ど
も
・
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

六
月
二
日
、
市
は
西
千
手
二
丁
目
の
健
康
セ
ン
タ
ー
隣
に
、「
長
岡
市
子
ど
も
・
家
庭

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
市
の
こ
ど
も
発
達
相
談
室

と
家
庭
児
童
相
談
室
の
専
用
施
設
と
し
て
、
相
談
機
能
を
充
実
し
て
開
設
す
る
も
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
新
た
に
発
足
す
る
「
長
岡
の
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
連
絡
会
」
の

事
務
局
を
設
置
し
ま
す
。

相
談
機
能
が
充
実
し
ま
す

虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

の
新
た
な
支
援
組
織
を
発
足

長岡市子ども・家庭 
相談センター 

住所　西千手２丁目５の５（健康センター隣）

▲長岡市子ども・家庭相談センターを開設する長生保育園の
旧園舎

市政ニュース NAGAOKA

長岡市子ども・家庭相談センターの
相談業務（無料）

お気軽にご相談ください。秘密は厳守されます。

■こども発達相談室　1３６・３７２７
就学前の子どもの発達について、医師、臨床心理
士、言語聴覚士、児童指導員、保育士、保健師等が
相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時
①相談部門…子どもの成長や発達の相談に応じます。

小児科医師や臨床心理士による発達診
断も行います。

②プレー部門…子どもの状態に合わせて、親子遊び
や集団遊びなどを通して子どもの発達
を促します。

③ことば部門…発音上の問題をもつ子どもに、言語
聴覚士が個別指導をします。

■家庭児童相談室　1・FAX３９・７８６７
18歳未満の子どもと保護者を対象に、親子関係、
虐待、養育上の問題、心や身体の発達、障害児の養
育などの相談に家庭児童相談員が応じます。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後４時

■長岡の子どもを虐待から守る連絡会
1３９・０８８９
児童虐待に関する相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時

ナ ヤ ム ナ

オ ハ ヤ ク

そのほかの「子どもについての悩みごと」相談窓口（無料）
子どもの健康に関することなど

■子どもの健康相談　†32・5000
（西千手２・健康センター内）
発育、発達、ことば、しつけ、病気等、子育ての相談
に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時

■保育園保育相談
公立・私立認可保育園およびへき地保育園のすべての
保育園で育児相談に応じています。
日時＝各保育園の開園時間内で

■ちびっこ広場　子育て相談　†39・2775
（ながおか市民センター４階ちびっこ広場）
乳幼児期の健康や子育てについて、保健師、栄養士、
家庭児童相談員、母子保健推進員などが相談に応じます。
このほか、保育士が随時相談を受け付けています。
日時＝主に木曜日の午前10時30分～11時30分

■長岡児童相談所　†35・8500（四郎丸町237）
18歳未満の子どもの日常生活、親子関係、児童虐待、
非行、障害児の養育などに関する相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分

■子どもサポートコール†39・2216（学校教育課）
子どもの教育と健全育成に関するさまざまな相談を受
け付けます。必要に応じて専門指導員を派遣し、問題の
解決に向け支援します。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後４時

■教育相談室†32・3663（三和２・教育センター内）
いじめや不登校、就学上の悩みなどの相談に応じます。
来室の場合は電話で予約してください。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後５時

■訪問相談　†39・1404（柳原分庁舎内）
不登校で閉じこもりがちな小・中学生の家庭を訪問し、

相談・指導します。
日時＝月・水・金曜日の午前９時～午後４時

■長岡フレンドリールーム†39・1404
（柳原分庁舎内）
不登校に悩んでいる小・中学生に、学習や集団生活
への適応指導を行い、学校復帰への橋渡しをします。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後４時

■少年センター少年相談†32・3745（互尊文庫２階）
20歳未満の子どもの非行、学業と進路（中退等）、男
女交際、不登校、いじめなどの相談を受け付けます。
Ｅメールshounen@city.nagaoka.niigata.jpでも受け付
けています。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後５時

■中越いじめ・不登校相談　†35・3930
（長岡総合庁舎内中越教育事務所）
小・中学生と保護者を対象にいじめや不登校の相談
に応じます。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後９時（午後９時～

午前９時も留守番電話で受け付けます）

■長岡警察署いじめ相談　†38・0110
（長岡警察署内）
いじめの被害や非行など、あらゆる少年問題に関す
る相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前９時～午後５時45分

5月30日オープン！
■長岡少年サポートセンター　†36・4970
（新潟県警察本部少年課の出先機関・ＪＲ長岡駅２階）
少年に関する非行、問題行動、犯罪被害などの相談
に電話や面接で応じ、問題の解決を支援します。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分

■法務局子ども相談　†33・6901
（三和３・法務局長岡支局内）
いじめ、体罰、虐待、差別などの人権に関する問題
全般の相談に応じます。
日時＝月～金曜日の午前８時30分～午後５時

市の窓口

県の窓口

県の窓口

国の窓口

市の窓口

学校教育・いじめ・不登校に関することなど
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今
年
は
市
制
97
周
年
。
10
号
97

連
発
で
す
。

参
加
費
＝
１
口
３
、０
０
０
円
（
１

人
１
口
以
上
、
何
口
で
も
可
）

申
し
込
み
締
め
切
り
＝
６
月
30
日

b

申
し
込
み
方
法
＝
【
市
内
の

人
】
最
寄
り
の
取
扱
金
融
機
関
に

備
え
付
け
の
指
定
用
紙
に
よ
り
振

り
込
み
（
取
扱
金
融
機
関
は
、
北

越
銀
行
、
大
光
銀
行
、
第
四
銀
行
、

長
岡
信
用
金
庫
、
り
そ
な
銀
行
、

富
山
第
一
銀
行
、
新
潟
県
信
用
組

合
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
商
工
組

合
中
央
金
庫
、
越
後
な
が
お
か
農

協
）、
【
市
外
の
人
】
現
金
書
留
で

長
岡
ま
つ
り
協
議
会
へ
　
特
典
＝

一
口
に
つ
き
協
賛
者
観
覧
席
券
２

枚
進
呈
。
ま
た
、
抽
選
で
ペ
ア
75

組
を
３
日
の
サ
ジ
キ
席
（
長
生
橋

サ
ジ
キ
組
合
提
供
）
に
ご
招
待
。

さ
ら
に
、
抽
選
で
１
０
０
人
に
長

岡
産
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

３
㎏
進
呈
（
当
選
者
に

は
７
月
上
旬
に
連
絡
）

大
手
通
商
店
街
み
こ
し

期
日
＝
８
月
１
日
f

集
合
時
間
＝
午
後

２
時
と
午
後
６
時
　
対
象
＝
18
歳
以
上
の

人
　
参
加
料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
７
月

31
日
e
ま
で
に
大
手
通
商
店
街
事
務
所
†

30
・
５
５
９
０
へ
（
平
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
）

※
大
手
通
り
の
ハ
ッ
ピ
を
お
貸
し
し
ま
す
。

結
婚
、
誕
生
、
米
寿
な
ど
の
お

祝
い
や
好
き
な
人
へ
の
思
い
を
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
し
て
、
花
火
と
と
も

に
贈
り
ま
せ
ん
か
。

募
集
金
額
＝
４
５
、０
０
０
円
か
ら

募
集
台
数
＝
２
日
・
３
日
各
５
台

（
多
数
の
場
合
抽
選
）

対
象
＝

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
　
打
ち
上

げ
時
刻
＝
両
日
と
も
午
後
９
時
10

分
こ
ろ
（
予
定
）

花
火
の
種
類

＝
４
号
〜
10
号
（
尺
玉
）
を
金
額

の
範
囲
内
で
打
ち
上
げ
　
メ
ッ
セ

ー
ジ
＝
打
ち
上
げ
前
に
会
場
で
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
放
送
（
ご
本
人
の

声
の
録
音
で
も
可
）

特
典
＝
記

念
品
（
尺
玉
の
レ
プ
リ
カ
）
進
呈

申
し
込
み
＝
６
月
27
日
f
ま
で
に

長
岡
ま
つ
り
協
議
会
へ

職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー
マ

イ
ン
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

花
火
価
格
＝
①
ス
タ
ー
マ
イ
ン
30

万
６
、０
０
０
円
か
ら
②
大
ス
タ
ー

マ
イ
ン
51
万
円
か
ら
③
ベ
ス
ビ
ア

ス
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
66
万
３
、０
０

０
円
か
ら
④
ベ
ス
ビ
ア
ス
超
大
型

ス
タ
ー
マ
イ
ン
１
３
２
万
６
、０
０

０
円
か
ら
　
申
し
込
み
＝
６
月
27

日
f
ま
で
に
長
岡
ま
つ
り
協
議
会

へ

①
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
マ
ス
席

場
所
＝
河
川
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

料
金
＝
１
マ
ス
２
０
、０
０
０
円

（
１
８
０
cm
×
１
８
０
cm
、
定
員

４
〜
５
人
）、
半
マ
ス
１
１
、０
０

０
円
（
１
８
０
cm
×
90
cm
、
定
員

２
人
）

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
い
す
席

場
所
＝
河
川
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

料
金
＝
１
人
３
、０
０
０
円

③
陸
上
競
技
場
ス
タ
ン
ド
席

料
金
＝
１
人
２
、５
０
０
円

④
車
い
す
用
駐
車
場

場
所
＝
大
手
大
橋
下
流
右
岸
運
動

公
園
へ
リ
ポ
ー
ト
周
辺
（
自
動
車

で
入
れ
ま
す
）

料
金
＝
自
動
車

長
岡
ま
つ
り
協
議
会

大
手
通
２
の
２
の
６
　
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
観
光
課

†
39
・
２
２
２
１
、
FAX
39
・
３
２
３
４

１
台
１
、０
０
０
円
（
観
覧
席
料
は

無
料
）

申
し
込
み
＝
①
〜
④
い
ず
れ
も
７

月
16
日
d
ま
で
に
長
岡
ま
つ
り
予

約
セ
ン
タ
ー
†
35
・
９
２
４
４
へ

（
受
け
付
け
は
、
平
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
30
分
。
先
着
順
）

信濃川左岸有料観覧席配置図 信濃川左岸有料観覧席配置図 

団体席Ａ 

テニスコート 
マス席 

テニスコート 
いす席 

テニスコート 
マス席 

協賛者 
観覧席 

陸上競技場 
スタンド席 

テニスコート 
いす席 

団体席Ｂ 

大
手
大
橋 

「故郷
ふるさと

の想い、夜空と心に響き渡れ！～各
大会の誕生から展望まで、地域が花火に期待
するもの～」をテーマに、大曲や土浦、諏訪、
袋井などの花火大会開催団体が長岡に集結。
日本一の大会運営を目指して、お互いの意見
を熱く語り合います。
日時＝８月２日g午後１時～４時
会場＝長岡グランドホ
テル悠久の間
内容＝①パネルディス
カッション…パネリス
ト・全国の花火大会開
催団体の代表②記念講
演「心に響く笑い」…
講師・入船亭扇辰さん
（長岡出身の落語家）
定員＝300人程度
申し込み＝６月30日b必着で、往復はがきの
往信の裏に「花火サミット聴講希望」、住所、
氏名、電話番号を、返信の表に郵便番号、住
所、氏名を記入のうえ、〒940－0062大手通２
の２の６長岡市観光課内「全国花火サミット
in長岡2003実行委員会」事務局†39・2221へ
（はがき１枚につき１人。申し込み多数の場
合抽選）
※聴講者には、当日、聴講券と引き換えに景
品を差しあげます。お楽しみに！

全国花火サミットin長岡2003
聴講者募集

8
月
2
日
g
・
3
日
a
開
催 

大
花
火
大
会
有
料
観
覧
席

市
民
花
火
（
米
百
俵
花
火
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火

大
型
花
火

8月1日F
前夜祭

8月2日G・3日A
昼行事

大
民
踊
流
し

日
時
＝
８
月
１
日
f
午
後
７
時
30
分

〜
８
時
50
分
（
予
定
）

参
加
料
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
６
月
20
日
f
ま

で
に
長
岡
商
工
会
議
所
†
32
・
４
５

０
０
へ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
＝
８
月
２
日
g
・
３
日
a

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
＝
ス
ズ
ラ
ン
通
り
　
出
店

料
＝
１
マ
ス（
約
３
ｍ
×
１
・
８

ｍ
）
５
０
０
円
（
先
着
で
１
０

０
マ
ス
）

申
し
込
み
＝
７
月

31
日
e
ま
で
に
ス
ズ
ラ
ン
通
商

店
街
事
務
局
†
32
・
２
４
８
０

へ
（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
）

問
　
い
　
合
　
わ
　
せ

平成14年度長岡まつり収支報告

今年も熱い夏がやってくる 今年も熱い夏がやってくる 

長岡まつり協議会からのお知らせ

収　入 
２４４，２００千円 
収　入 

２４４，２００千円 
支　出 

２４４，２００千円 
支　出 

２４４，２００千円 

昨年は厳しい経済情勢の中、たくさんのご協賛誠にありがとうございました。
今年も大勢の方々に喜んでいただける長岡まつりにするため、みなさんのご協力をお願
いします。

▲入船亭扇辰さん



日
時
＝
６
月
22
日
a
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
　
集
合
＝
信
濃
川

河
川
公
園
入
口
（
長
生
橋
西
詰

下
流
側
）

対
象
＝
小
学
生
〜

一
般
　
参
加
料
＝
50
円

持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
雨
具
、
双
眼

鏡
な
ど
　
申
し
込
み
＝
６
月
19

日
e
ま
で

日
本
語
の
歴
史
な
ど
、
言
葉

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
＝
①
６
月
22
日
a

②
７
月

1 3 1 2

INFORMATION

市役所　　  幸町2の1の1 135・1122
●申し込み方法の記載のないものは、電話、FAX、 
　Eメールで申し込んでください。 

お知らせ 
〒940 
 －8501

お知らせ 

６
日
a
の
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
３
０

２
教
室
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

申
し
込
み
＝
①
は
６
月
19
日
e
、

②
は
７
月
３
日
e
ま
で

柿
町
で
、
１
５
０
万
年
ほ
ど

前
の
地
層
や
化
石
を
観
察
し
ま

す
。

日
時
＝
６
月
29
日
a
午
前
10
時

10
分
〜
正
午
（
雨
天
の
と
き
は

７
月
６
日
a
へ
延
期
）

集
合

＝
柿
バ
ス
停
（
終
点
）

対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

参
加
料
＝
50

円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
雨

具
、
長
靴
　
申
し
込
み
＝
６
月

26
日
e
ま
で

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
７
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分
（
雨
天
時
の

問
い
合
せ
1
29
・
５
７
５
７
）

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の

森
花
の
広
場
　
持
ち
物
＝
移
植

ご
て

日
時
＝
７
月
５
日
g
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
北
地
域

図
書
館
東
側
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

内
（
新
保
町
）

講
師
＝
市
政

だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」
担
当
・

小
林
正
夫
さ
ん
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
６
月
５
日
e

〜
６
月
27
日
f

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
12
日
g
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
堂
　
内
容
＝
講
演
、
人

権
啓
発
映
画
上
映

申
し
込
み

＝
６
月
30
日
b
ま
で
に
電
話
で

長岡市ホームページアドレス

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

長
岡
市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
係
へ

郵
送
、
持
参
、
FAX
39
・
２
２
７
２
、

Ｅ
メ
ー
ルinf-prd@

city.nagaoka.
niigata.jp

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

秘
書
広
報
課
1
39
・
２
２
０
２

各
駅
前
に
直
接
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
５
時
〜
６

時
　
会
場
＝
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
大
手
口
、

宮
内
駅
東
口
、
北
長
岡
駅
　
持
ち
物

＝
ほ
う
き
、
ち
り
と
り
、
ご
み
袋
、

軍
手

新
潟
支
所
婦
人
部
長
・
五

十
嵐
さ
ん
1
33
・
６
８
４
４

ア
カ
ガ
シ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
、
シ

ロ
ダ
モ
な
ど
の
幼
木
苗
を
植
樹
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

場
所
＝
悠

久
山
蒼
柴
神
社
裏
（
悠
久
山
公
園
）

内
容
＝
植
樹
、
青
空
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

自
然
観
察
会
　
持
ち
物
＝
軍
手
、
移

植
ご
て
　
参
加
料
＝
無
料

新
潟

県
山
野
草
を
た
ず
ね
る
会
・
小
日
向

さ
ん
1
・
FAX
23
・
１
３
１
７

日
時
＝
６
月
21
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
・
２
０
３
会
議
室
　
内
容

＝
体
験
回
顧
談
の
発
表
、
フ
リ
ー
ト

②
「
雨
の
朝
パ
リ
に
死
す
」（
’54

年
ア
メ
リ
カ
）

定
員
＝
１
９

０
人
（
先
着
）

日
時
＝
６
月
27
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
互
尊
文

庫
　
内
容
＝
篠
田
節
子
著
「
第

４
の
神
話
」

日
時
＝
６
月
15
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝

小
学
４
年
生
〜
高
校
生
ま
た
は

そ
の
親
子
　
定
員
＝
15
人
（
先

着
）

内
容
＝
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
、

タ
イ
タ
ッ
ク
づ
く
り
な
ど

材

料
費
＝
３
０
０
円
〜
１
、
１
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
６
月
12
日

e
ま
で

９
月
14
日
a
ま
で
「
夏
の
星

座
と
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
か
ら
人
間

ま
で
」
を
投
映
し
ま
す
。

活
動
期
間
＝
夏
休
み
期
間
（
５
、

６
回
程
度
）

会
場
＝
中
央
公

民
館
ほ
か
　
対
象
＝
市
内
の
中

学
生
　
内
容
＝
長
岡
を
題
材
と

し
た
活
動
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た

取
材
活
動
、
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
の

ス
タ
ジ
オ
で
の
成
果
発
表
な
ど

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
６
月
27
日
f
ま
で
に
各

中
学
校
へ
　
説
明
会
＝
７
月
12

日
g
に
中
央
公
民
館
で

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

英
語
圏
の
国
々
で
通
用
す
る

高
度
な
英
語
力
を
習
得
し
た
い

人
の
た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
＝
６
月
26
日
〜
９
月
４
日

の
毎
週
木
曜
日
（
８
月
14
日
を

除
く
計
10
回
）
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
講
習
室
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

受
講
料
＝
７
０
０

円
　
講
師
＝
オ
ク
ス
ナ
ー
・
ジ

ェ
ニ
フ
ァ
ー
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）

申
し
込
み
＝
６
月
10
日
c
〜
17

日
c
に
受
講
料
を
添
え
て
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
へ

小
・
中
・
高
校
の
来
年
度
用

教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
17
日
c
〜
７
月
４

日
f
（
土
・
日
曜
日
除
く
）
の

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

会
場

＝
教
育
セ
ン
タ
ー

●
〜
●
参
加
無
料
。
直
接
会

場
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
①
６
月
11
日
d
②
７
月

９
日
d
午
前
10
時
〜
午
前
11
時

30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講

座
室
１

内
容
＝
①
戸
田
和
代
・

作
、
た
か
す
か
ず
み
・
絵
「
き

つ
ね
の
で
ん
わ
ボ
ッ
ク
ス
」
②

塩
野
米
松
・
文
、
村
上
康
成
・

絵
「
な
つ
の
い
け
」

日
時
＝
①
６
月
14
日
g
②
７
月

８
日
c
の
午
後
２
時
〜
４
時

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

内

容
＝
①
「
ナ
ー
ジ
ャ
の
村
」

（
’97
年
日
本
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
）

ー
キ
ン
グ
　
参
加
料
＝
５
０
０
円

（
資
料
代
）

長
岡
学
徒
動
員
史
料

研
究
会
・
松
下
さ
ん
1
32
・
５
５
１
３

長
岡
逸
品
ふ
ぁ
ん
倶
楽
部
の
ガ
イ

ド
で
「
長
岡
逸
品
」
の
参
加
店
を
ま

わ
っ
て
、
ま
ち
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

期
日
と
コ
ー
ス
＝
①
６
月
20
日
f

「
ま
ち
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
昼

食
付
）」
…
中
心
商
店
街
を
楽
し
く
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
し
な
が
ら
お
店
を
め
ぐ

り
ま
す
②
６
月
25
日
d
「
テ
ー
ブ
ル

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
体
験
コ
ー
ス
（
昼

食
付
）」
…
思
い
思
い
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
に
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う

時
間
＝
①
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
②

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
　
定
員

＝
各
コ
ー
ス
８
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
８
０
０
円

６
月
10
日
c
〜

６
月
13
日
f
に
長
岡
市
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
1
32
・
７
０
０
２
へ

日
時
＝
６
月
21
日
g
午
後
２
時
〜
３

時
　
会
場
＝
東
北
電
力
長
岡
営
業
所

ら
ぷ
ら
す

峰
の
会
・
穂
苅
さ
ん

1
34
・
０
５
３
６

４
回
す
べ
て
に
参
加
で
き
る
人
が

対
象
で
す
（
学
生
不
可
）。

日
時
＝
７
月
12
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
４
時（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
）、

７
月
13
日
a
・
19
日
g
・
20
日
a
午

前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
　
内
容
＝

各
種
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
基
礎
操
作
ほ
か
　
定
員
＝
30
人

（
先
着
）

６
月
10
日
c
〜
30
日
b

に
所
定
の
申
込
書
で
〒
９
４
０
―
０

０
８
４
幸
町
２
の
７
の
70
長
岡
工
業

高
校
内
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
公
開
講
座
申

し
込
み
係
1
37
・
６
１
７
４
へ
郵
送

雪
国
植
物
園
へ
ど
う
ぞ

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

入
園
料
＝
大
人
３
０

０
円
、
子
ど
も
２
０
０
円
　
問

い
合
わ
せ
＝
雪
国
植
物
園
1
・

FAX
46
・
０
０
３
０

●
ホ
タ
ル
の
夕
べ

期
間
＝
６
月
29
日
a
ま
で
　

時
間
＝
午
後
６
時
50
分
開
門
、

７
時
10
分
説
明
開
始

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

市
で
は
国
指
定
の
史
跡
で
あ

る
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
（
関

原
１
丁
目
地
内
）
の
整
備
に
あ

た
り
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

縄
文
館
（
仮
称
）
は
、
こ
の

計
画
の
な
か
で
構
想
さ
れ
て
い

る
施
設
で
、
馬
高
・
三
十
稲
場

遺
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
、
考

古
博
物
館
、
重
要
文
化
財
の
収

蔵
施
設
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ

ー
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
①
火

焔
土
器
を
は
じ
め
と
す
る
重
要

文
化
財
な
ど
の
考
古
資
料
を
ど

の
よ
う
に
保
存
し
、
ま
た
、
そ

れ
ら
を
学
校
教
育
や
生
涯
学
習

で
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

か
②
県
立
歴
史
博
物
館
な
ど
の

周
辺
の
縄
文
文
化
関
連
施
設
と

の
連
携
の
あ
り
方
③
長
岡
市
が

世
界
に
誇
る
縄
文
文
化
を
地
域

振
興
・
広
域
観
光
推
進
へ
の
活

用
も
含
め
ど
の
よ
う
に
発
信
し

て
い
く
か
、
と
い
う
観
点
か
ら

検
討
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
28
日
g
、
７
月
19

日
g
、
８
月
９
日
g
の
午
後
１

時
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
中
央

公
民
館
、
馬
高
・
三
十
稲
場
遺

跡
ほ
か
　
対
象
＝
市
内
在
住
で

３
回
全
て
に
参
加
で
き
る
人（
高

校
生
以
上
）

募
集
人
数
＝
30

人
（
抽
選
）

申
し
込
み
＝
６

月
23
日
b
ま
で
に
（
必
着
）
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
希
望
」、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９

４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町
２
の

１
科
学
博
物
館
へ

公
園
緑
地
課†

39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

生
涯
学
習
課†

32
・
5
1
1
0

●
長
岡
市
社
会
同
和
教
育

研
修
会
（
無
料
）

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
nscs-net.ne.jp

●
民
俗
講
座

２ ●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

１

●
野
外
博
物
館

地
質
コ
ー
ス

３

●
花
の
広
場
で
花
植
え
を

し
ま
せ
ん
か
（
無
料
）

１●
花
と
緑
の
教
室

「
コ
ケ
玉
作
り
の
楽
し
み
方
」

２

●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

３

●
映
画
会

２ ●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

１

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

▲ミス馬高

＝
４
５
０
人
　
講
師
＝
「
悪
役

商
会
」、「
青
汁
」
Ｃ
Ｍ
で
お
な

じ
み
の
俳
優
・
八
名
信
夫
さ
ん

演
題
＝
「
他
人
の
子
を
叱
る
の

も
大
人
の
思
い
や
り
」

聴
講
券
が
必
要
で
す
。
中
央

公
民
館
（
青
少
年
育
成
課
）、

市
役
所
１
階
案
内
所
、
な
が
お

か
市
民
セ
ン
タ
ー
で
６
月
９
日

b
か
ら
配
付
し
ま
す
（
１
人
２

枚
ま
で
）。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
育
成
課

1
32
・
０
５
８
１

街
頭
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
ま
す

更
生
保
護
の
日
に
合
わ
せ
、

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て

る
た
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
と
す
る
よ
う
街
頭
か
ら
呼

び
か
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
１
日
c
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
場
所
＝
大
手
通

り
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
地
区

保
護
司
会
事
務
局
1
36
・
４
３

３
３

●
中
学
生
夢
さ
が
し
発
見
塾

〜
中
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

放
送
局
〜

青
少
年
育
成
課

†
32
・
0
5
8
1

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

●
中
級
英
会
話
教
室

教
育
セ
ン
タ
ー

†
32
・
3
7
1
6

●
平
成
16
年
度
使
用

教
科
書
展
示
会

■
母
な
る
地
球
へ
の
恩
返
し
！

全
国
一
斉
清
掃
デ
ー

■
「
い
の
ち
の
森
再
生
」

ふ
る
さ
と
の
森
―
蒼
柴
の
森
植
樹

■
中
心
商
店
街

ゆ
う
・
遊
ま
ち
め
ぐ
り

■
学
徒
動
員
回
顧
座
談
会

■
大
正
琴
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

■
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
無
料
）

▲八名信夫さん

縄
文
館
（
仮
称
）
構
想

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

「
青
少
年
健
全
育
成
の
つ
ど
い
」
講
演
会
（
無
料
）

『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
東
山

―
自
然
と
歴
史
―
』
を

刊
行東山

周
辺
の
自
然
と
歴
史
を

多
数
の
写
真
と
図
版
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
た
冊
子
（
Ａ
５

判
・
68
ペ
ー
ジ
、
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
）
で
す
。
手
軽
な
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
と
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

頒
布
価
格
＝
５
０
０
円
　
頒
布

場
所
＝
科
学
博
物
館
1
32
・
０

５
４
６
、
郷
土
史
料
館
1
35
・

０
１
８
５

▲『ガイドブック東山
―自然と歴史―』

●
父
の
日
七
宝
焼
の
つ
ど
い

１

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

ご
案
内

２

１

３
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
調
月
間
で
す

日
時
＝
７
月
21
日
-
午
後
２
時

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ
ー
　
定
員
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで 
ください。 

日
時
＝
６
月
14
日
g
午
後
２
時

30
分
〜
４
時
　
集
合
＝
中
央
公

民
館
　
申
し
込
み
＝
６
月
２
日

b
〜
６
月
12
日
e

「
食
」
と
い
う
生
活
に
身
近

な
視
点
か
ら
環
境
を
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
１
日
だ
け
の
申
込
可
）

会

場
＝
中
央
公
民
館
ほ
か
　
定
員

＝
40
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
６
月
２
日

b
〜
６
月
12
日
e

長
岡
に
は
魅
力
あ
る
文
化
人

た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

ん
な
文
化
人
の
人
物
像
、
功
績

を
探
り
ま
す
。

時
間
＝
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
定
員
＝

60
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

６
月
10
日
c
か
ら
中
央
公
民
館

1
32
・
０
４
３
７
へ

日
時
＝
６
月
20
日
f
〜
28
日
g

（
月
曜
休
館
）
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
　
会
場
＝
県
立
近
代
美

術
館
　
入
場
料
＝
一
般
４
５
０

円
（
前
売
４
０
０
円
）、
学
生

２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

問
い
合
わ
せ
＝
国
際
文
化
課
ま

た
は
新
潟
日
報
社
長
岡
支
社
総

務
部
1
34
・
９
６
０
０

有
機
栽
培
米
生
産
農
場
を
見

学
し
な
が
ら
「
食
」
と
「
環
境
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す
（
な
が
お

か
市
民
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
と
共
催
）。

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
　
６
月
の
休
園
日
＝

２
日
b
・
９
日
b
・
16
日
b
・

23
日
b
・
30
日
b

問
い
合
わ

せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

1
47
・
８
０
０
１

バ
ラ
の
見
ご
ろ
に
あ
わ
せ
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

バ
ラ
の
豊
か
な
香
り
に
包
ま
れ

て
、
ゆ
っ
く
り
と
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

期
間
＝
６
月
８
日

a
ま
で

デ
ィ
ス
ク
の
投
げ
方
か
ら
ル

ー
ル
ま
で
わ
か
り
や
す
く
指
導

し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
銀
河
の

丘
周
辺

公
園
の
旬
を
管
理
セ
ン
タ
ー

所
長
が
案
内
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
14
日
g
午
前
10
時

〜
正
午
　
集
合
＝
花
と
緑
の
館

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
時
＝
６
月
22
日
a
午
後
２
時

〜
３
時
　
参
加
料
＝
２
０
０
円

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

日
時
＝
６
月
21
日
g
・
22
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
（
22
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

7
矯
正
協
会
新
潟
地
方
事
務
所
1

０
２
５
・
２
８
６
・
５
６
２
６

日
時
＝
６
月
21
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ

長
岡
　
講
師
＝
21
世
紀
母
親
研
究
所

上
級
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
坂
本
洲

子
さ
ん
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円

五
十
嵐

さ
ん
1
・
FAX
63
・
４
２
６
６
（
電
話

は
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
）

高
橋
一
馬
さ
ん
と
恩
師
の
山
本
広

志
さ
ん
が
対
談
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
15
日
a
午
後
４
時
50
分

〜
６
時
30
分
（
米
百
俵
デ
ー
市
民
の

集
い
終
了
後
）

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル

つ
な
が
り
ネ
ッ
ト
代
表

・
金
井
さ
ん
1
34
・
５
２
５
３

展
示
希
望
者
も
無
料
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
事
前
申
し
込
み
必
要
）。

日
時
＝
６
月
15
日
a
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
大
手
通
２

丁
目
（
長
岡
駅
大
手
口
・
歩
行
者
天
国

内
）

高
野
さ
ん
1
39
・
２
７
６
３

日
時
＝
７
月
３
日
e
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
　
講
師
＝
長
岡
大
学
助
教
授
・
小

５
０
０
円
、
小
学
生
以
下
５
０

０
円
　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
＝
６
月

28
日
g

青
少
年
招
待
＝
10
人

①
『
平
成
16
年
度
市
民
企
画
公

募
型
事
業
』（
選
考
あ
り
）

市
民
が
自
主
的
に
企
画
し
た

事
業
を
財
団
の
自
主
事
業
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

対
象
＝
16
年
度
実
施
事
業
ま
た

は
16
年
度
着
手
を
必
要
と
す
る

事
業
　
申
し
込
み
＝
９
月
30
日

c
ま
で

②
『
平
成
15
年
度
下
期
芸
術
文

化
活
動
助
成
事
業
』（
選
考
あ
り
）

地
域
に
根
ざ
し
た
、
市
民
の

自
主
的
な
芸
術
文
化
活
動
に
対

し
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
平
成
15
年
10
月
１
日
d

〜
16
年
３
月
31
日
d
の
間
に
実

施
さ
れ
る
事
業
　
申
し
込
み
＝

７
月
１
日
c
〜
31
日
e

◇
　
　
　
◇

①
②
と
も
応
募
資
格
は
長
岡

市
民
を
構
成
員
に
含
み
、
主
な

活
動
の
場
が
長
岡
市
内
で
あ
る

団
体
、
ま
た
は
市
内
に
在
住
ま

た
は
通
勤
、
通
学
す
る
人
で
す
。

日
時
＝
６
月
８
日
a
午
後
３
時

か
ら
　
会
場
＝
第
１
ス
タ
ジ
オ

最
終
日
に
は
発
表
公
演
を
行

い
ま
す
。

指
導
者
＝
文
学
座
所
属
演
出
家

・
俳
優
・
小
林
勝
也
さ
ん
　
期

間
＝
７
月
12
日
g
〜
８
月
24
日

a
（
全
20
回
）

対
象
＝
高
校

生
　
定
員
＝
20
人
（
抽
選
）

参
加
料
＝
無
料
　
会
場
＝
第
１

ス
タ
ジ
オ
　
申
し
込
み
＝
６
月

29
日
a
ま
で

澤
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
講

習
会
の
後
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

で
の
演
奏
会
や
市
内
で
の
出
張

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

指
導
講
師
＝
澤
和
樹
さ
ん
、
大

関
博
明
さ
ん
、
市
坪
俊
彦
さ
ん
、

林
俊
昭
さ
ん
　
講
習
会
（
ス
タ

ジ
オ
練
習
）
＝
合
計
７
回
・
14

日
間
（
初
回
は
８
月
16
日
g
・

17
日
a
）

演
奏
会
＝
平
成
16

年
１
月
11
日
a

会
場
＝
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
対
象
＝
小
学

５
年
生
以
上
の
経
験
者
（
多
数

の
場
合
選
考
あ
り
）

受
講
料

＝
３
０
、０
０
０
円

申
し
込
み

＝
７
月
10
日
e
ま
で

世
界
的
指
揮
者
チ
ョ
ン
・
ミ

ョ
ン
フ
ン
に
、
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
を
招
い
て
、
第

九
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
公
演
に
、
合
唱
団
員
と
し
て

参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

公
演
＝
12
月
27
日
g

会
場
＝

市
立
劇
場
　
指
揮
＝
チ
ョ
ン
・

ミ
ョ
ン
フ
ン
さ
ん
　
管
弦
楽
＝

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
　
コ
ー
ラ
ス
＝
東
京
オ
ペ

ラ
シ
ン
ガ
ー
ズ
　
合
唱
指
導
＝

船
橋
洋
介
さ
ん
　
定
員
＝
１
０

０
人
（
選
考
あ
り
）

参
加
料

＝
１
０
、０
０
０
円

発
会
式
＝

９
月
　
申
し
込
み
＝
６
月
20
日

f
〜
７
月
31
日
e
（
６
月
中
旬

か
ら
募
集
要
項
配
布
）

青
少
年
を
招
待
し
ま
す

各
催
し
で
定
員
は
異
な
り
ま

す
。

対
象
＝
小
学
４
年
生
〜
高
校
生

申
し
込
み
＝
チ
ケ
ッ
ト
発
売
日

〜
公
演
の
１
カ
月
前
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

②
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
受
講
生
募
集
『
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
っ
て
な
〜
に
？
』

日
時
＝
８
月
９
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
シ
ア
タ

ー
　
対
象
＝
小
学
３
年
生
〜
高

校
生
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
１
、０
０
０
円

申
し

込
み
＝
５
月
10
日
g
か
ら
受
け

付
け
中
・
７
月
19
日
g
ま
で

日
時
＝
９
月
21
日
a
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
　
料
金
（
全
席
指
定
）
＝

３
、０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売

＝
６
月
17
日
c

青
少
年
招
待

＝
20
人

ア
フ
リ
カ
の
伝
統
を
、
迫
力

あ
る
ジ
ェ
ン
ベ
（
太
鼓
）
で
体

感
で
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
a
午
後
３
時

か
ら

会
場
＝
シ
ア
タ
ー

料

金
（
全
席
自
由
）
＝
一
般
１
、

川
幸
代
さ
ん

古
志
の
会
代
表
・

亀
川
さ
ん
1
32
・
１
０
４
９

１
チ
ー
ム
７
人
の
団
体
戦
で
す

（
級
位
者
２
人
以
上
）。

日
時
＝
７
月
６
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
北
越
銀
行
大
ホ
ー
ル
　
参
加

料
＝
１
チ
ー
ム
１
４
、０
０
０
円

日
本
棋
院
長
岡
支
部
・
小
方
さ
ん
1

・
FAX
35
・
４
３
０
５

長
岡
囲
碁

連
盟
・
星
さ
ん
1
35
・
４
５
２
２

柿
川
を
題
材
に
自
然
、
歴
史
に
つ

い
て
子
ど
も
た
ち
が
発
表
会
、
講
演

会
を
開
き
ま
す
。
８
月
１
日
f
の
柿

川
灯
籠
流
し
で
使
う
灯
籠
（
有
料
）

の
製
作
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
６
日
a
正
午
〜
午
後
５

時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

講
師
＝
稲
川
明
雄
中
央
図
書
館
長
、

長
岡
市
戦
災
殉
難
者
遺
族
会
・
七
里

ア
イ
さ
ん
ほ
か

長
岡
青
年
会
議

所
柿
川
委
員
会
1
34
・
０
０
６
９

日
時
＝
７
月
４
日
f
〜
６
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
７
時
（
６
日
は
午
後
５

時
ま
で
）

会
場
＝
長
岡
商
工
会
議

所
１
階
美
術
文
化
ホ
ー
ル
　
展
示
作

品
＝
イ
ス
を
中
心
と
し
た
家
具
約
70

点

長
岡
造
形
大
学
・
後
藤
さ
ん

1
21
・
３
５
３
５

日
時
＝
７
月
12
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡

参
加
料
＝
無
料
　
定
員
＝
50
人
（
先

着
）

６
月
25
日
d
ま
で
に
言
語

交
流
研
究
所
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク

ラ
ブ
・
江
口
さ
ん
1
28
・
０
５
７
３
へ

「
悠
久
山
散
策
マ
ッ
プ
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

悠
久
山
の
情
報
を
満
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
（
無

料
）。

配
布
場
所
＝
案
内
所
お
よ
び

市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
（
市
役

所
１
階
）、「
ま
ち
の
駅
」
案

内
所（
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
）、

Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
２
階
観
光
案
内

所
、
郷
土
史
料
館
　
問
い
合

わ
せ
＝
観
光
課
1
39
・
２
２

２
１

国
営
越
後
丘
陵
公
園
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

長
岡
を
知
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　

長
岡
の
文
化
人
（
無
料
）

▲「悠久山散策マップ」

▲宮　　柊二 ▲水沢　謙一 ▲小山正太郎

■
ば
ら
ま
つ
り

■
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
体
験
教
室

■
サ
タ
デ
ー
ガ
イ
ド

「
初
夏
の
彩
り
を
楽
し
む
」

■
パ
ス
テ
ル
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

〜
公
園
内
で
収
穫
し
た
バ
ラ

や
ハ
ー
ブ
類
を
使
っ
た
小
さ

な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
〜

国
際
文
化
課†

39
・
2
2
0
7

環
境
政
策
課†

24
・
0
5
2
8

農
林
政
策
課†

39
・
2
2
2
4

●
「
新
潟
県
美
術
展
覧
会
」

長
岡
展

●
な
が
お
か
市
民
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー

「
台
所
」
か
ら
見
え
る
環
境

&
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド
†
２９
・
7
7
1
5

日
時
＝
６
月
20
日
f
午
後
７
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
料

金
（
全
席
自
由
）
＝
一
般
３
、

０
０
０
円
、
学
生
１
、５
０
０
円

日
時
＝
７
月
16
日
d
午
後
７
時

か
ら
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大
ホ

ー
ル
　
料
金
（
全
席
指
定
）
＝

Ｓ
席
６
、
５
０
０
円
、
Ａ
席
５
、

０
０
０
円
、
Ｂ
席
３
、５
０
０
円
、

学
生
席
２
、
０
０
０
円
　
青
少

年
招
待
＝
50
人

全
館
を
開
放
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
10
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

☆
『
Ｍ
ｒ．

Ｚ
ｏ
ｏ
』

時
間
＝
午
後
４
時
か
ら
　
会
場

＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア
タ

ー
　
料
金
（
全
席
自
由
）
＝
１
、

０
０
０
円

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
絵
本
、

児
童
書
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
仲
道
郁
代
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ

タ
ル
〜
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

●
ミ
シ
ュ
ク
〜
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
ピ
ア
ノ
２
０
０
３
〜

●
リ
リ
ッ
ク
楽
器
シ
リ
ー
ズ

YO
U
L&W

AR
A
B
A

ジ
ェ
ン
ベ
・
ラ
イ
ブ

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
演
奏
会

長
岡
公
演

●
地
域
の
文
化
活
動
を

お
手
伝
い
し
ま
す

●
「
リ
リ
ッ
ク
高
校
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
参
加
者
募
集

●
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
リ
ッ

ク
」（
参
加
者
募
集
）

●
リ
リ
ッ
ク
あ
そ
び
の
国

２
０
０
３
（
無
料
）

▲ロシアのピアニ
スト「ウラジミル
・ミシュク」

▲YOUL（ギニア出身）

●
リ
リ
ッ
ク
サ
ロ
ン

劇
団
わ
る
だ
く
み
旗
揚
げ
公

演
『B

IG
B
IZ

』
〜
宮
原
木

材
危
機
一
髪
〜
（
無
料
）

●
現
代
版
米
百
俵
物
語

〜
市
民
参
加
の
米
づ
く
り

「
米
コ
メ
講
座
（
第
二
回
）」

（
無
料
）

●
市
立
劇
場

開
館
30
周
年
記
念
特
別
事
業

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
演
奏

会
合
唱
団
員
募
集

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
会

■
実
践
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

マ
イ
ン
ド
講
座

■
米
百
俵
賞
受
賞
者
・
高
橋
一
馬
氏

と
語
る
「
森
は
い
の
ち
」（
無
料
）

■
昭
和
の
車
展
示
会
（
無
料
）

■
越
後
古
代
史
講
演
会
「
古
事
記
の

『
古
志
』
―
古
代
史
の
越
後
を
考

え
る
―
」（
無
料
）

■
長
岡
ジ
ャ
ン
ボ
囲
碁
大
会

■
柿
川
塾
（
無
料
）

■
講
演
会
「
７
ヶ
国
語
で
話
そ
う
」

〜
家
族
や
仲
間
で
楽
し
む
多
言
語
〜

■
長
岡
造
形
大
学

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
１
年
生

環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
椅
子
展

ミ
ス
タ
ー
　
　
　
　
ズ
　
ー

ユール



1 7 1 6

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
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越
路
ハ
イ
ム
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
1
92
・
５
１
０
４

市
内
の
中
学
生
・
高
校
生
が

メ
キ
シ
コ
の
魅
力
を
紹
介
し
ま

す
。
パ
ネ
ル
に
よ
る
国
の
紹
介

を
は
じ
め
、
メ
キ
シ
コ
の
陽
気

で
楽
し
い
雰
囲
気
を
お
伝
え
し

ま
す
。

期
間
＝
６
月
２
日
b
〜
23
日
b

メ
キ
シ
コ
ク
イ
ズ
、
メ
キ
シ

カ
ン
ダ
ン
ス
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。
一
緒
に

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
15
日
a
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
「
地
球
広
場
」

地
球
広
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
国
際
交
流
活
動
を
企
画
、
運

営
し
て
い
く
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
語
学
力
は
問
い

ま
せ
ん
。
気
軽
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
＝
地
球
広
場
に
設
置

の
申
し
込
み
用
紙
で

６
月
の
テ
ー
マ
は
「
ラ
ブ
＆

ボ
デ
ィ
〜
思
春
期
の
性
〜
」
で

す
。
…
こ
こ
ろ
も
カ
ラ
ダ
も
ど

ん
ど
ん
成
長
す
る
思
春
期
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
に
家
庭
で
、

学
校
で
「
大
切
な
性
」
を
ど
う

伝
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考

え
ま
す
。

日
時
＝
６
月
10
日
c
・
24
日
c

午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
ウ

ィ
ル
な
が
お
か
　
定
員
＝
20
人

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
５
月

12
日
b
〜
６
月
９
日
b

「
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分

ら
し
く
生
き
る
」
っ
て
ど
う
い

う
こ
と
？
「
男
女
の
対
等
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は
？

そ
ん
な
視
点
か
ら
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
、
川
柳
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
夫
婦
、

ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
６
月
５
日
e
〜
22
日
a

会
場
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
前
フ

ロ
ア

日
時
＝
６
月
26
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
ウ
ィ
ル

な
が
お
か
調
査
研
究
室
（
２
階
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

講
師

＝
佐
々
木
和
子
さ
ん
（
フ
リ
ー

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

申
し
込
み

＝
６
月
２
日
b
か
ら
電
話
で

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

期
間
＝
６
月
４
日
d
〜
９
日
b

期
間
＝
６
月
11
日
d
〜
16
日
b

期
間
＝
６
月
18
日
d
〜
30
日
b

精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
人
・
取
得
見
込
み
の
人
を

対
象
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
お
菓
子

づ
く
り
、
絵
手
紙
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

見
学
を
希
望
す
る
人
は
１
時

30
分
ま
で
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
定
員
＝
15

人
（
先
着
）

問
い
合
わ
せ
＝

介
護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５
、

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

保
育
園
児
の
歌
を
聞
い
た
り
、

親
子
で
歌
っ
た
り
し
て
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
10
日
c
午
前
10
時

30
分
か
ら

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
遊
ぼ
う
。
お
父
さ

ん
の
参
加
大
歓
迎
。

日
時
＝
６
月
15
日
a
午
前
11
時

〜
午
後
０
時
30
分
　
申
し
込
み

＝
６
月
12
日
e
ま
で

親
子
で
七
夕
飾
り
を
作
り
ま

す
。

日
時
＝
６
月
27
日
f
午
前
11
時

か
ら
　
申
し
込
み
＝
６
月
25
日

d
ま
で

歌
っ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り

し
て
、
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
時

を
ど
う
ぞ
。

ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
や
子
ど
も
の

保
育
に
興
味
が
あ
る
人
が
対
象

で
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
（
①
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
①
②
は
市
民
セ
ン
タ
ー

２
０
２
会
議
室
、
③
〜
⑥
は
市

立
劇
場
大
会
議
室
　
定
員
＝
70

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

（
保
育
あ
り
）

申
し
込
み
＝

６
月
20
日
f
ま
で
に
児
童
福
祉

課
1
39
・
２
２
１
９
へ

白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
丹
後

光
祐
君
が
育
て
た
「
い
の
ち
の

あ
さ
が
お
」
の
苗
を
今
年
も
植

え
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
15
日
a
午
前
10
時

〜
11
時
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
正
面
入
口
前
歩
道

期
間
＝
６
月
１
日
a
〜
22
日
a

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

日
時
＝
６
月
29
日
a
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
地
球
広
場

長
岡
造
形
大
学
環
境
デ
ザ
イ

ン
学
科
１
年
生
の
作
品
を
展
示
。

期
間
＝
７
月
３
日
e
〜
６
日
a

（
最
終
日
午
後
５
時
ま
で
）

会
場
＝
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ま

ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
２
階
ロ

ビ
ー

開
館
時
間
＝
平
日
…
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
　
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

30
分
　
利
用
料
＝
無
料
　
予
約

受
付
＝
①
公
共
団
体
・
公
共
的

団
体
が
主
催
、
共
催
、
後
援
す

る
イ
ベ
ン
ト
は
、
利
用
日
の
１

年
前
の
月
初
か
ら
②
市
民
が
企

画
し
、
市
民
が
自
由
に
参
加
ま

た
は
特
定
多
数
の
市
民
の
参
加

が
見
込
め
る
イ
ベ
ン
ト
は
利
用

日
の
６
カ
月
前
の
月
初
か
ら
③

そ
の
他
20
人
以
上
の
利
用
が
見

込
め
る
イ
ベ
ン
ト
、
活
動
な
ど

は
利
用
日
の
１
カ
月
前
の
月
初

か
ら
④
予
約
の
な
い
日
や
時
間

帯
は
、
当
日
一
般
開
放
を
行
っ

て
い
ま
す
。

利
用
を
お
断
り

す
る
も
の
＝
①
営
業
・
販
売
行

為
②
政
治
・
宗
教
活
動
③
そ
の

他
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
な

ど
　
申
し
込
み
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
事
務
室
1
39
・
２
７
６
３

利
用
期
間
＝
水

曜
日
か
ら
翌
週

の
月
曜
日
ま
で

の
６
日
間
　
利
用
料
＝
無
料

予
約
受
付
＝
展
示
開
始
日
の
属

す
る
月
の
６
カ
月
前
の
月
初
か

ら
　
展
示
を
お
断
り
す
る
も
の

＝
①
営
業
行
為
を
目
的
と
し
た

展
示
②
政
治
・
宗
教
活
動
に
関

す
る
展
示
③
そ
の
他
公
序
良
俗

に
反
す
る
も
の
な
ど
　
申
し
込

み
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務
室
1

39
・
２
７
６
３

日
時
＝
７
月
７
日
b
午
前
11
時

か
ら親

子
で
で
き
る
簡
単
な
手
遊

び
や
体
操
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
11
日
d
、
18
日
d
、

25
日
d
、
７
月
２
日
d
、
９
日

d
の
午
前
11
時
か
ら
（
15
分
程

度
）子

育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

日
時
＝
７
月
12
日
g
午
後
１
時
〜
３

時
、
３
時
15
分
〜
５
時
15
分
　
会
場

＝
中
央
図
書
館

受
講
料
＝
５
、２
０

０
円
　
定
員
＝
50
人
（
先
着
）

６
月
11
日
d
〜
７
月
８
日
c
に
所
定

の
申
し
込
み
用
紙
で
郵
送
ま
た
は
持

参

長
岡
技
術
科
学
大
学
研
究
協

力
課
1
47
・
９
２
７
８

紙
芝
居
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
23
日
g
・
24
日
a

会

場
＝
蓬
平
温
泉
よ
も
や
ま
館
　
参
加

料
＝
有
料
（
１
日
の
み
参
加
２
、０
０

０
円
ほ
か
）

６
月
15
日
a
〜
７

月
15
日
c
（
先
着
順
。
詳
し
く
は
市

民
セ
ン
タ
ー
、
各
図
書
館
の
チ
ラ
シ
で
）

今
井
さ
ん
1
22
・
０
７
１
１

あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
紙
芝
居
（
８
月

23
日
g
午
前
10
時
〜
11
時
…
中
央
図

書
館
ほ
か
・
無
料
）、
超
大
型
紙
芝
居

上
演
会
（
８
月
24
日
a
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
…
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
・
有
料
）、

紙
芝
居
原
画
展
（
８
月
17
日
a
〜
24

日
a
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
…
美
術

セ
ン
タ
ー
・
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
７
日
〜
７
月
13
日
の
土

・
日
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
　
会

場
・

県
立
歴
史
博
物
館
1
47
・
６

１
３
５

期
間
＝
７
月
13
日
a
ま
で
　
会
場
・

古
志
の
里
フ
ァ
ー
ム
（
下
条
町
）

1
・
FAX
22
・
１
５
４
７

▲お菓子づくり（障害者プラザ）

「
マ
イ
タ
ウ
ンe

‐

c
h
ig
o

な
が
お
か
」

を
開
設
し
ま
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情

報
交
流
を
目
的
と
し
た
長
岡

地
域
広
域
圏
十
三
市
町
村
の

登
録
制
リ
ン
ク
集
が
で
き
ま

し
た
。

長
岡
地
域
広
域
十
三
市
町

村
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
が

手
軽
に
わ
か
り
ま
す
。

登
録
対
象
は
、
長
岡
地
域

広
域
圏
十
三
市
町
村
に
在
住
、

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
個
人

お
よ
び
十
三
市
町
村
に
所
在

し
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法

人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
紹
介
し
た

い
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
は
「
マ

イ
タ
ウ
ンe

‐chigo

な
が
お

か
」http://e

‐nagaoka.
net

か
ら
ど
う
ぞ
。

▲マイタウン e‐chigo
ながおか

▲ちびっこタイム（５月21日）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）

1
３９
・
２
７
４
６

FAX
３９
・
２
７
４
７

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

1
３２
・
０
０
２
２

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

障
害
者
プ
ラ
ザ
（
１
階
）

1
３９
・
２
７
５
１

そ
の
他
の
催
し

お
知
ら
せ

●
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ネ
ル
展

１●
２
０
０
３
年
「
写
友
け
や
き
」

会
員
展

２

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
養
成
講
習
会

７

●
精
神
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
開
始
し
ま
し
た

●
「I

M
exico!!

」

１☆
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

●
交
流
サ
ロ
ン

「
ウ
ィ
ル
で
お
し
ゃ
べ
り
！
」

１

●
「
プ
ッ
と
笑
え
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
パ
ネ
ル
展
」

２

●
地
球
市
民
の
会

メ
ン
バ
ー
募
集
！

２●
「
い
の
ち
の
あ
さ
が
お
」
を

育
て
よ
う
！

１●
「
い
の
ち
の
あ
さ
が
お
」

紹
介
コ
ー
ナ
ー

２●
楽
し
く
聴
こ
う
！

「
弦
楽
四
重
奏
」

３●
「
創
・
造
・
景
・
展
」
〜
さ
ま

ざ
ま
な
素
材
に
よ
る
表
現
〜

４

●
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

利
用
案
内

２

●
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
案
内

１

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し

1
３９
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
、
土
曜
・
日
曜

・
祝
日
が
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
３０
分
で
す
。
金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

無
料
で
す
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
公
開
講
座

暮
ら
し
の
中
の
プ
ラ
ズ
マ
の

不
思
議

■
全
国
紙
芝
居
ま
つ
り
　
長
岡
大
会

■
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
つ
く
ろ
う
（
勾
玉
）」

■
’03
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ア

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

〜
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
楽
し
い

会
話
を
〜
¬
話
し
方
教
室
」

●
聞
い
て
歌
っ
て
楽
し
も
う

１●
親
子
で
「
造
形
遊
び
」

２●
七
夕
飾
り
を
作
ろ
う

３●
七
夕
ま
つ
り

４

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

５●
相
談
窓
口

６ ●
危
険
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
猫

「
黒
ち
ゃ
ん
」、
幸
福
を
も
た

ら
す
猫
「
ト
コ
ち
ゃ
ん
」
展

３

ラ
ブ
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
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国
の
文
化
も
お
も
し
ろ
く
紹
介

し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
７
日
〜
８
月
29
日

の
毎
週
月
・
金
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
（
全
12
回
。
７
月
21
日
、

８
月
１
日
・
11
日
・
15
日
は
休

み
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

講
師
＝
長
岡
大
学
教
授
・
李
宗

惠
さ
ん

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝
５
、０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
）

申
し
込
み
＝
６

月
10
日
c
か
ら

日
時
＝
６
月
25
日
d
・
７
月
２

日
d
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
講
師
＝

手
芸
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
川

上
恵
子
さ
ん
　
内
容
＝
生
活
を

彩
る
〜
和
紙
で
小
物
を
折
り
ま

し
ょ
う
、
季
節
を
飾
る
〜
季
節

の
花
を
折
り
、
色
紙
に
貼
り
ま

し
ょ
う
　
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
は
さ
み
　
材
料
費
＝

２
、０
０
０
円
（
初
回
に
）

申

し
込
み
＝
６
月
10
日
c
か
ら

歌
舞
伎
の
基
本
的
な
こ
と
を

学
び
な
が
ら
、
歌
舞
伎
を
通
し

て
日
本
の
音
に
触
れ
て
み
ま
す
。

日
時
＝
７
月
３
日
〜
17
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
内

容
＝
①
歌
舞
伎
と
は
②
歌
舞
伎

の
楽
器
い
ろ
い
ろ
③
歌
舞
伎
に

現
れ
た
日
本
の
音
文
化
　
講
師

＝
上
越
教
育
大
学
教
授
・
茂
手

木
潔
子
さ
ん
　
定
員
＝
30
人（
先

着
）

申
し
込
み
＝
６
月
10
日

c
か
ら

人
気
の
ゆ
か
た
の
着
付
け
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
10
日
〜
24
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
和
室

内
容
＝
ゆ
か
た
の
着
方
、
帯
結

び
　
持
ち
物
＝
ゆ
か
た
、
帯
ほ

か
　
定
員
＝
25
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円
（
初
回

に
）

申
し
込
み
＝
６
月
10
日

c
か
ら

日
時
＝
①
７
月
27
日
a
②
８
月

10
日
a
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
①
大
島
公
民
館

②
栖
吉
公
民
館
　
内
容
＝
の
こ

ぎ
り
や
か
な
づ
ち
を
使
っ
て

「
本
立
て
」「
小
箱
」
を
作
り
ま

す
（
①
②
と
も
同
じ
）

対
象

＝
小
学
生
の
親
子
　
定
員
＝
各

30
組
（
先
着
）

材
料
費
＝
８

０
０
円
（
工
具
・
材
料
は
用
意

し
ま
す
）

申
し
込
み
＝
６
月

12
日
e
か
ら
　

講
師
＝
長
岡
医
療
と
福
祉
の
里

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会
顧
問
・

な
が
お
か
市
民
大
学
の
全
17

講
座
を
紹
介
す
る
「
開
設
講
座

の
ご
案
内
」
が
で
き
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
、
市
民
セ
ン
タ

ー
１
階
、
市
民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ

（
市
役
所
１
階
）、
各
図
書
館
、

各
地
区
公
民
館
ほ
か
で
ど
う
ぞ
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
初
歩

的
な
中
国
語
を
学
び
ま
す
。
中

日
時
＝
７
月
25
日
f
〜
31
日
e

の
Ａ
組
…
午
前
10
時
15
分
〜
11

時
15
分
、
Ｂ
組
…
午
前
11
時
15

分
〜
午
後
０
時
15
分
（
28
日
を

除
く
６
回
）

会
場
＝
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

対
象
＝
泳
げ
な
い
小
学
生
　
定

員
＝
60
人（
抽
選
）

参
加
料
＝

１
、１
０
０
円

申
し
込
み
＝
６

月
30
日
b
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
教
室
名
（
初
心
者
水
泳
教
室

後
期
）、
学
校
、
学
年
、
参
加
者

名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を

記
入
し
て
〒
９

４
０
―
０
０
３

３
今
朝
白
１
の

１
の
１
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー

へ
ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

日
時
＝
６
月
27
日
〜
９
月
12
日

の
毎
週
金
曜
日
（
８
月
１
日
・

15
日
を
除
く
計
10
回
）
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室
　
定
員

＝
30
人
（
先
着
）

受
講
料
＝

７
０
０
円
　
持
ち
物
＝
内
ば
き
、

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル

申
し
込
み
＝
６
月
10
日
c
〜
25

日
d
に
受
講
料
を
添
え
て
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
へ

長
岡
市
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
が

指
導
・
介
助
を
行
い
ま
す
。
希

望
す
る
人
に
は
、
リ
フ
ト
付
き

福
祉
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
28
日
〜
７
月
26
日

の
毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
　
会
場
＝
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
　
対
象
者
＝
心
身
障

害
児
・
者
お
よ
び
介
護
者
で
、

主
治
医
か
ら
水
泳
を
許
可
さ
れ

て
い
る
人
　
定
員
＝
20
人
（
先

着
）

申
し
込
み
＝
６
月
２
日

b
〜
６
月
13
日
f

笠
原
佐
千
子
さ
ん
　
対
象
＝
中

学
生
〜
40
歳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
の
あ
る
人
　
定
員
＝
20

人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝
６

月
10
日
c
〜
７
月
15
日
c

時
間
＝
①
②
④
は
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
（
③
は
各
コ
ー
ス
ご

と
に
異
な
り
ま
す
）

会
場
＝

①
②
④
は
中
央
公
民
館
（
③
は

各
コ
ー
ス
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

オ
ル
　

結
城
さ
ん
1
31
・
５
２
３

６
高
齢
者
や
、
身
体
や
精
神
に
障
害

の
あ
る
人
の
、
不
動
産
、
相
続
、
借

金
の
返
済
に
関
わ
る
悩
み
や
、
介
護

・
福
祉
の
相
談
に
お
応
え
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
28
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
相
談
方
法
＝
電
話
…
専
用

電
話
1
33
・
０
０
３
０
（
当
日
の
み
）、

面
接
…
1
０
２
５
・
２
２
８
・
１
７

２
７
へ
予
約
の
う
え
、
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
で

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

ー
ト
に
い
が
た
1
０
２
５
・
２
２
８

・
１
７
２
７

厳
し
い
経
済
情
勢
や
、
雇
用
・
就

業
形
態
の
多
様
化
に
伴
う
問
題
・
悩

み
に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
基
準
監

督
署
、
社
会
保
険
労
務
士
、
労
政
事

務
所
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
、

厳
守
さ
れ
ま
す
。

日
時
＝
６
月
20
日
f
午
前
11
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
３
階
会
議
室

長
岡
労
政

事
務
所
1
37
・
６
１
１
０

日
時
＝
６
月
20
日
f
、
10
月
17
日
f
、

16
年
２
月
20
日
f
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
四
郎
丸
町
）

持
ち
物
＝
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る

銃
砲
刀
剣
類
、
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）、

審
査
手
数
料
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０

円
（
県
収
入
証
紙
で
納
入
、
印
鑑
不

要
）

県
教
育
庁
文
化
行
政
課
1

０
２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１

練
習
日
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
７
時
30

分
か
ら
　
会
場
＝
堤
岡
中
学
校
　
会

費
＝
年
２
、０
０
０
円

大
久
保
さ

ん
1
24
・
５
４
９
４

活
動
日
＝
毎
週
火
・
金
曜
日
　
会
場

＝
東
山
テ
ニ
ス
場
　
会
費
＝
年
間
１

５
、０
０
０
円
程
度

鈴
木
さ
ん
1

29
・
５
４
４
８

日
時
＝
第
１
〜
第
３
の
火
曜
日
午
後

７
時
30
分
〜
９
時
　
会
場
＝
中
島
公

民
館
　
会
費
＝
２
、０
０
０
円
（
入
会

金
１
、０
０
０
円
別
）

丸
山
さ
ん

1
86
・
３
２
４
３

①
市
民
体
育
館
教
室
…
日
時
＝
毎
週

日
曜
午
後
５
時
〜
６
時
　
会
場
＝
市

民
体
育
館
武
道
場

②
大
島
教
室
…
日
時
＝
毎
週
水
曜
午

後
７
時
〜
８
時
　
会
場
＝
大
島
中
学

校
体
育
館

◇
　
　
　
　
◇

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
会
費
＝
月

１
、５
０
０
円
　

高
山
さ
ん
1
32
・

０
０
８
６

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
12
日
e
・
19
日
e
午
後

７
時
30
分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
北

部
体
育
館
　
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き

る
服
装
、
内
履
き
運
動
靴
、
バ
ス
タ

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

初心者パソコン講習７月受講生募集
①パソコン入門講座～スイッチから（４回コース）
初心者を対象としたパソコンの基本操作（インタ
ーネット操作、メールの送受信を含む）を学びます。

②ワープロはじめて講座（４回コース）
初心者を対象としたワープロ文書作成講座です。
ワードを使った簡単な操作を学びます。

③わくわく！インターネット講座（４回コース）
電子メールをもう少し上手に使いこなしたい人の
ための講座です。

会　場＝各講座とも中央公民館406教室
受講料＝各講座2,000円（テキスト代別）
申し込み＝６月16日b（消印有効）までに、往復は
がきの往信の裏に希望するコース№、住所、氏名、
年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏
名を記入し、〒940－0072柳原町２の１中央公民館へ
（多数の場合抽選）

所 在 地＝乙吉町3483番地２

使用期間＝５月１日e～11月16日a
使用時間
①多目的球場…午前６時～午後７時
②テニスコート…午前６時～午後９時
使用料（使用当日に現地で支払い）
①多目的球場・１面

②テニスコート・３面（１面１時間につき）

受付＝①現地…午前６時～午後９時②電話
…午前８時～午後１時、午後５時～９時

申し込み＝乙吉運
動広場136・3414
（使用日の１カ月
前から予約申し込
みができます）

「
こ
こ
ろ
」
が
つ
な
ぐ
東
京

浅
草
と
新
潟
中
越
展

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
こ
こ
ろ
」
の
舞
台
と
な
っ

て
い
る
東
京
浅
草
と
新
潟
県

中
越
地
方
の
特
産
品
を
展
示

・
販
売
し
ま
す
。

ま
た
、
番
組
パ
ネ
ル
展
も

開
催
し
ま
す
。
お
近
く
に
お

出
か
け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
お

立
寄
り
く
だ
さ
い
。
入
場
は

無
料
で
す
。

日
時
＝
６
月
14
日
g
・
15
日

a
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
14
日
は
午
後
１
時
か
ら
）

会
場
＝
東
京
都
立
産
業
貿
易

セ
ン
タ
ー
台
東
館
６
階
（
東

京
都
台
東
区
花
川
戸
２
の
６

の
５
）

問
い
合
わ
せ
＝
観

光
課
1
39
・
２
２
２
１

中
央
公
民
館
†
32
・
0
4
3
7

FAX
32
・
0
5
6
1

chu-kou@
city.nagaoka.nii

gata.jp

●
大
人
の
た
め
の
折
り
紙
講
座

季
節
を
飾
る
風
物
紙

２

●
な
が
お
か
市
民
大
学

中
国
語
会
話

１

●
伝
統
芸
能
鑑
賞
し
り
ー
ず

歌
舞
伎
の
な
か
の
音
楽

（
無
料
）

３

●
う
る
お
い
ラ
イ
フ

「
ゆ
か
た
コ
ー
ス
」

４●
親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

（
実
技
コ
ー
ス
・
親
子
木
工

作
教
室
）

５●
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
」

講
座
（
無
料
）

６

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

●
初
心
者
水
泳
教
室

後
期
会
員
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

●
第
１
期
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

●
心
身
障
害
児
・
者
の
た
め
の

水
泳
教
室
（
無
料
）

福
祉
相
談
課†

39
・
2
2
1
8

FAX
32
・
0
1
6
0

■
長
岡
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
同
好
会

会
員
募
集

■
シ
リ
ウ
ス
（
テ
ニ
ス
）
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
募
集

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
募
集

■
虎
塾
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

■
初
心
者
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

体
験
会
（
無
料
）

■
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
（
無
料
）

■
街
頭
労
働
相
談
会
（
無
料
）

■
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

問い合わせ＝中央公民館†３２・０４３７

乙吉運動広場をご利用ください

t多目的球場

長岡市乙吉運動広場 

卍 長岡商業 
高校 

乙吉 
バス停 

至 中之島 

※　お願い 
　乙吉町地内は道幅が狭いため、通行の際は十分ご注意ください。 

至 栃尾 

至 小千谷 

長
岡
東
バ
イ
パ
ス 

県
道
　西
片
貝
・
浦
瀬
線 

至
川
崎 乙吉川 

 

乙吉町 
公民館 
 

国道
351号
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長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで 
ください。 

30
分
か
ら
（
雨
天
決
行
）

会

場
＝
市
営
陸
上
競
技
場
　
種
目

＝
50
ｍ
〔
３
年
生
男
女
別
、
４

年
生
男
女
別
〕、
１
０
０
ｍ
〔
５

年
生
男
女
別
、
６
年
生
男
女
別
〕

８
０
０
ｍ
、
走
幅
跳
〔
３
・
４

年
生
共
通
、
男
女
別
〕、
80
ｍ
ハ

ー
ド
ル
、
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ

ー
、
走
高
跳
、
走
幅
跳
、
ボ
ー

ル
投
げ
（
１
号
ボ
ー
ル
）〔
５
・

６
年
生
共
通
、
男
女
別
〕、
１
、

５
０
０
ｍ
〔
５
・
６
年
生
共
通

男
子
〕、
８
０
０
ｍ
〔
５
・
６
年

生
共
通
女
子
〕

参
加
資
格
＝

学
校
の
ク
ラ
ブ
・
部
活
単
位
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単
位
、
ジ
ュ

ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
単
位
、

個
人
参
加
（
保
護
者
の
同
意
書

が
必
要
）

出
場
制
限
＝
１
人

２
種
目
（
リ
レ
ー
を
除
く
）

参
加
料
＝
１
種
目
５
０
０
円
、

リ
レ
ー
は
１
チ
ー
ム
１
、０
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
６
月
26
日
e

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ
（
要
項
は
市
民
・
北

部
・
南
部
体
育
館
、
陸
上
競
技

場
で
）

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡

商
業
高
校
・
宮
田
さ
ん
1
37
・

８
１
４
０
へ

今
年
度
の
市
民
体
育
祭
は
50

回
記
念
大
会
で
す
。
優
勝
チ
ー

ム
、
優
勝
者
に
は
記
念
ワ
ッ
ペ

ン
を
贈
呈
し
ま
す
。

50
回
記
念
と
し
て
、
敗
者
交

流
試
合
を
行
い
ま
す

日
時
＝
７
月
６
日
a
・
13
日
a

・
20
日
a
午
前
８
時
か
ら
　
会

場
＝
河
川
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
・
右
岸
運
動
公
園
　
種
目
＝

男
子
（
18
歳
以
上
、
高
校
生
除

く
）、
女
子
（
高
校
生
以
上
）、

壮
年
（
40
歳
以
上
）

参
加
料

＝
１
チ
ー
ム
４
、５
０
０
円

申

し
込
み
＝
６
月
24
日
c
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
市
民
体
育
館

へ
　
抽
選
会
＝
７
月
１
日
c
午

後
６
時
30
分
か
ら
市
民
体
育
館

会
議
室
で

50
回
記
念
と
し
て
豪
華
景
品

を
用
意
し
ま
し
た
。
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
13
日
a
午
前
10
時

か
ら
　
会
場
＝
ア
ル
ピ
コ
ボ
ウ

ル
長
岡
（
柏
町
１
）

種
目
＝

個
人
戦
（
男
女
混
合
）
・
Ａ
…

ア
ベ
レ
ー
ジ
１
５
０
以
上
の
人
、

Ｂ
…
ア
ベ
レ
ー
ジ
１
５
０
未
満

の
人
　
参
加
料
＝
（
３
ゲ
ー
ム
）

一
般
１
、７
０
０
円
、
ジ
ュ
ニ
ア

（
高
校
生
以
下
）
１
、３
０
０
円

申
し
込
み
＝
７
月
12
日
g
ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
長
岡
市
ボ

ウ
リ
ン
グ
連
盟
（
ア
ル
ピ
コ
ボ

ウ
ル
内
）
1
36
・
５
５
７
３
へ

期
日
＝
７
月
13
日
a
か
ら
（
13

日
は
開
会
式
午
後
７
時
）

会

場
＝
北
・
大
島
・
関
原
・
宮
内

中
学
校
　
対
象
＝
男
子
・
女
子

の
部
と
も
に
18
歳
以
上
（
高
校

生
除
く
）
で
市
内
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
す
る
人

参
加

料
＝
１
チ
ー
ム
６
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
６
月
30
日
b
ま
で

に
メ
ン
バ
ー
表
と
参
加
料
を
添

え
て
市
民
体
育
館
へ
　
抽
選
会

＝
７
月
８
日
c
午
後
７
時
か
ら

市
民
体
育
館
会
議
室
で

招
待
校
＝
日
本
大
学
第
三
高
等

学
校
（
東
京
都
）、
習
志
野
高
等

学
校
（
千
葉
県
）

会
場
＝
悠

久
山
野
球
場
　
入
場
券
＝
大
人

５
０
０
円
、
高
校
生
１
０
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料

日
時
＝
７
月
１
日
〜
22
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
　
参
加
料
＝

２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

申

し
込
み
＝
南
部
体
育
館
1
39
・

３
６
０
０

日
時
＝
６
月
29
日
a
午
前
10
時

か
ら
　
会
場
＝
滝
谷
高
原
ゴ
ル

フ
パ
ー
ク
1
23
・
０
５
１
１
　

対
象
＝
小
学
生
〜
高
校
生

参

加
料
＝
小
・
中
学
生
５
０
０
円
、

高
校
生
１
、０
０
０
円

持
ち
物

＝
グ
ロ
ー
ブ
（
運
動
靴
可
。
ク

ラ
ブ
貸
し
出
し
あ
り
）

申
し

込
み
＝
６
月
20
日
f
ま
で
に
長

岡
ゴ
ル
フ
協
会
（
長
岡
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
内
）
1
46
・
３
１

３
１
へ

◇
　
　
　
　
◇

６
月
21
日
g
午
後
２
時
か
ら

長
岡
南
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
1
32
・

６
５
１
１
で
羽
川
豊
プ
ロ
を
コ

ー
チ
に
招
い
て
ゴ
ル
フ
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

見
学
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
７
月
13
日
a
午
前
９
時

〔
現
況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う
〕

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
審
査
す
る
た
め
に
、
現
況
届

の
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
な
い
と
審
査
で
き
ず
、

手
当
て
が
停
止
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

５
月
下
旬
に
用
紙
を
郵
送
し

ま
し
た
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間
＝
６
月
２
日
b
〜
20

日
f

提
出
先
＝
市
役
所
２
階

児
童
福
祉
課
（
郵
送
で
も
可
）

〔
「
支
払
い
の
お
知
ら
せ
」
を

廃
止
し
ま
し
た
〕

４
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で
郵
送

し
て
い
た
「
支
払
い
の
お
知
ら

せ
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

児
童
手
当
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
の
15

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま

で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
通
帳
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
児
童
手
当
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
み
な
さ
ん
へ

平
成
14
年
中
の
所
得
に
よ
り
、

新
た
に
支
給
対
象
に
な
る
人
が

い
ま
す
。

手
当
て
を
受
け
る
た
め
に
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課
1

39
・
２
２
１
９

在
宅
で
介
護
保
険
の
居
宅
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
で
、

次
の
対
象
者
に
該
当
す
る
人
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
、
利
用
料
の

軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

対
象
者
＝
市
町
村
民
税
が
非
課

税
の
世
帯
に
属
し
、
前
年
の
所

得
が
０
円
の
人
　
対
象
サ
ー
ビ

ス
＝
訪
問
介
護
・
通
所
介
護
・

短
期
入
所
生
活
介
護
　
利
用
料

＝
２
分
の
１
に
軽
減
　
申
請
・

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

各
手
当
て
の
改
定
後
の
額
は

次
の
と
お
り
で
す
（
カ
ッ
コ
内

は
改
定
前
の
額
）。

¡

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級

５
１
、
１
０
０
円

（
５
１
、
５
５
０
円
）

¡

特
別
児
童
扶
養
手
当
２
級

３
４
、
０
３
０
円

（
３
４
、
３
３
０
円
）

¡

障
害
児
福
祉
手
当

１
４
、
４
８
０
円

（
１
４
、
６
１
０
円
）

¡

特
別
障
害
者
手
当

２
６
、
６
２
０
円

（
２
６
、
８
６
０
円
）

¡

経
過
的
福
祉
手
当

１
４
、
４
８
０
円

（
１
４
、
６
１
０
円
）

適
用
開
始
＝
４
月
分
か
ら

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
相
談
課
1

39
・
２
２
１
８

対
象
と
な
る
市
民
活
動
＝
保
健

と
福
祉
、
社
会
教
育
、
ま
ち
づ

く
り
、
文
化
芸
術
、
環
境
保
全
、

災
害
救
援
、
人
権
擁
護
、
国
際

協
力
な
ど
　
対
象
と
な
る
研
修

＝
市
民
活
動
の
推
進
役
と
な
る

人
材
の
育
成
、
企
画
、
運
営
な

ど
に
関
す
る
内
容
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
①
国

・
県
・
市
町
村
が
主
催
す
る
研

修
②
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
主
催
す
る

研
修
③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
準
ず
る

市
民
活
動
団
体
で
市
長
が
適
当

と
認
め
る
も
の
が
主
催
す
る
研

修
　
対
象
＝
次
の
条
件
を
全
て

満
た
す
人
①
市
民
活
動
を
行
っ

て
い
る
人
ま
た
は
関
心
の
あ
る

人
②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

ま
た
は
市
内
で
活
動
す
る
団
体

に
属
す
る
人
③
15
歳
以
上
の
人

（
中
学
生
を
除
く
）

助
成
額

＝
受
講
料
、
参
加
費
、
交
通
費
、

宿
泊
費
の
う
ち
自
己
負
担
分
の

３
分
の
２
の
額
。
た
だ
し
、
宿

泊
費
は
宿
泊
を
伴
う
２
日
以
上

に
わ
た
る
研
修
に
参
加
す
る
場

合
の
み
１
泊
に
つ
き
、
６
、０
０

０
円
（
６
、０
０
０
円
に
満
た
な

い
と
き
は
実
際
の
支
払
額
）
助

成
額
の
上
限
は
３
０
、０
０
０
円

（
１
人
１
年
度
１
回
）

問
い

合
わ
せ
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
事
務

室
1
39
・
２
７
６
３

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ

り
次
の
免
除
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
申
請
免
除
制
度

対
象
＝
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び

世
帯
主
の
所
得
が
定
め
ら
れ
た

基
準
よ
り
少
な
い
人
、
会
社
の

整
理
解
雇
等
で
失
業
し
た
人
、

天
災
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
人

（
15
年
度
の
申
請
の
受
付
は
、

７
月
１
日
か
ら
行
い
ま
す
。
課

税
証
明
書
や
離
職
票
、
雇
用
保

険
受
給
者
証
等
の
添
付
が
必
要

で
す
）

②
法
定
免
除
制
度

対
象
＝
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
人
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生

活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

③
学
生
納
付
特
例
制
度

対
象
＝
学
生
で
前
年
所
得
が
68

万
円
以
下
の
人

◇
　
　
　
　
◇

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
老
後
の
年
金
や
万

一
の
と
き
の
障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
納
付
の
困
難

な
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

４
へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時
＝
10
月
26
日
a
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
中
越
地
区
…
長
岡
技
術
科
学

大
学
　
受
験
資
格
＝
保
健
・
医
療
・

福
祉
に
関
す
る
国
家
資
格
等
を
持
ち
、

そ
の
業
務
に
５
年
以
上
の
従
事
経
験

が
あ
る
人
、
ま
た
は
国
家
資
格
等
を

持
ち
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
で
５

年
以
上
介
護
業
務
に
従
事
し
た
経
験

が
あ
る
な
ど
の
実
務
経
験
を
持
つ
人

・

７
月
14
日
b
〜
８
月
15
日
f

に
所
定
の
願
書
で
（
願
書
は
直
接
、

〒
９
５
０
―
８
５
７
０
新
潟
県
高
齢

福
祉
保
健
課
介
護
事
業
係
1
０
２
５

・
２
８
５
・
５
５
１
１
（
県
庁
代
表
）

で
入
手
、
ま
た
は
２
７
０
円
切
手
を

張
っ
た
Ａ
４
判
の
書
類
が
入
る
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
郵
送
で
請
求
）

会
場
は
、
い
ず
れ
も
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
新
潟
（
住
吉
３
）
で
す
。

①
「
労
務
管
理
、
教
育
訓
練
の
重
要

性
と
労
働
条
件
変
更
」
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
６
月
22
日
〜
７
月
６
日
の
毎

週
日
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
計
３
回
）

受
講
料
＝
５
、０
０
０

円

６
月
10
日
c
ま
で

②
労
務
管
理
運
用
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時
＝
７
月
１
日
〜
15
日
の
毎
週
火

曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
計
３

回
）

受
講
料
＝
５
、０
０
０
円
　

６
月
25
日
e
ま
で

③
最
新
の
諸
法
令
と

こ
れ
か
ら
の
就
業
規
則

日
時
＝
７
月
16
日
d
、
23
日
d
の
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
２
日
間
）

受
講
料
＝
４
、０
０
０
円
　

７
月
４

日
f
ま
で

税
理
士
が
、
面
接
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

ご
予
約
の
う
え
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
月
第
１
、
３
水
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
　
会
場
・

関
東

信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部
（
三
和
３
）

1
33
・
８
０
８
０

相
談
日
＝
毎
週
木
曜
日
（
第
５
木
曜

日
を
除
く
）

相
談
時
間
＝
午
後
１

時
〜
４
時
　
会
場
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
長
岡
1
32
・
１
１
８
１
、
FAX
34
・

４
８
４
４

期
日
＝
講
義
・
実
技
…
７
月
２
日
d

・
３
日
e
・
７
日
b
・
９
日
d
・
10

日
e
・
16
日
d
・
17
日
e
・
18
日
f

・
23
日
d
・
26
日
g
・
28
日
b
・
29

日
c
・
30
日
d
・
31
日
e
、
実
習
…

９
月
〜
10
月
の
３
日
間
　
会
場
＝
パ

ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か
　
定
員
＝
20
人

対
象
＝
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人
で

訪
問
介
護
員
３
級
を
持
つ
人
　
受
講

料
＝
５
６
、０
０
０
円
　

６
月
20
日

f
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
訪
問
介
護
員
２
級
課
程
養
成
研

修
希
望
」
と
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話
番
号
、

受
講
の
動
機
、
３
級
取
得
年
月
日
を
、

返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―
８
５
５

０
今
朝
白
２
の
７
の
25
Ｊ
Ａ
越
後
な

が
お
か
組
織
福
祉
課
1
35
・
１
３
０

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

日
時
＝
７
月
６
日
a
午
前
６

時
か
ら
（
５
時
30
分
か
ら
受

付
）

参
加
資
格
＝
高
校
生

以
上
で
登
り
４
時
間
、
下
り

３
時
間
の
登
山
が
で
き
る
人

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

参

加
料
＝
８
、５
０
０
円
（
保
険

料
、
交
通
費
、
資
料
代
な
ど
。

準
備
会
時
に
）

準
備
会
＝

６
月
25
日
d
午
後
７
時
か
ら

市
民
体
育
館
会
議
室
　
申
し

込
み
＝
６
月
９
日
b
〜
17
日

c
に
市
民
体
育
館
へ

市
民
体
育
祭
市
民
登
山

福
島
県
安
達
太
良
山
（
１
、

７
０
０
ｍ
）

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

●
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

１●
ゴ
ル
フ
教
室
（
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ー
ス
）
参
加
者
募
集

２●
長
岡
市
小
学
生

陸
上
選
手
権
大
会

３

●
市
民
体
育
祭

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

４

●
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

６

●
市
民
体
育
祭

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

５

●
国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

●
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

●
介
護
保
険
に
は
利
用
料
の

軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す

●
障
害
児
・
者
の
手
当
額
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

●
市
民
活
動
研
修
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

■
手
話
協
力
員
に
よ
る
職
業
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

■
訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
課
程
養
成
研
修
受
講
者
募
集

■
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

■
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
（
†
37
・
０

４
５
０
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後６時から４分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。

●
招
待
親
善

高
校
野
球
大
会

７
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで 
ください。 

市
役
所
か
ら
頼
ま
れ
た
と
い

っ
て
業
者
が
訪
問
し
た
と
き
は
、

断
っ
た
う
え
、
下
水
道
管
理
課

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

＝
下
水
道
管

理
課
1
39
・

２
２
３
５

あ
き
地
に
雑
草
が
生
え
る
と
、

蚊
や
ハ
エ
な
ど
が
発
生
し
た
り
、

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
場
所
に
な
っ

た
り
し
て
、
周
辺
の
み
な
さ
ん

に
大
変
な
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

土
地
の
所
有
（
管
理
）
者
は
、

い
つ
も
土
地
の
状
態
を
把
握
し
、

定
期
的
に
除
草
す
る
な
ど
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

平
成
15
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ

ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
は
、

市
政
だ
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
、
市
長
と
直
接
語
る
市
政
モ

ニ
タ
ー
会
議
や
学
習
会
、
施
設

見
学
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

市
政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
気
が
つ
い
た
こ
と
、

日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と

を
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
活

動
は
市
政
だ
よ
り
な
ど
で
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

平
成
15
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー

担
当
＝
市
民
の
声
情
報
室
1
39

・
２
２
４
６

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
等
の

土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち
に

尊
い
命
や
財
産
を
奪
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

①
雨
が
長
く
降
り
続
く
時
や
大

雨
の
時

②
川
の
水
、
井
戸
水
、
湧
き
水

の
量
が
変
化
し
た
り
濁
り
だ

し
た
時

③
地
面
に
亀
裂
が
生
じ
た
時

な
ど
は
非
常
に
危
険
で
す
。

「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
家
の
近

く
の
山
、
が
け
、
川
な
ど
を
よ

く
点
検
し
、
い
つ
も
と
違
う
点
、

お
か
し
な
点
を
見
つ
け
た
ら
、

す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
＝
河
川
課
1
39
・
２
２

３
３
、
長
岡
土
木
事
務
所
1
38

・
２
６
２
９

最
近
、
市
役
所
か
ら
頼
ま
れ

た
と
偽
っ
て
、
各
家
庭
の
排
水

管
の
詰
ま
り
を
点
検
・
清
掃
し

て
、
代
金
を
請
求
す
る
業
者
が

い
る
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

長
岡
市
が
、
業
者
に
排
水
管

の
点
検
や
清
掃
を
依
頼
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
等
の
研
究
者
の
シ
ー
ズ
（
技

術
や
材
料
）
と
企
業
の
ニ
ー
ズ
（
需

要
）
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
産
学
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
共
同
研
究
へ

の
発
展
を
め
ざ
し
、
大
学
研
究
者
に

よ
る
技
術
シ
ー
ズ
の
発
表
・
交
流
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
28
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
10
分
　
会
場
＝
長
岡
技
術
科

学
大
学
　
内
容
＝
①
シ
ー
ズ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
②
昼
食
交
流
会
　
参

加
料
＝
１
人
１
、５
０
０
円
（
昼
食
交

流
会
参
加
料
）

・

7
信
濃
川

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
機
構
1
46
・
９

７
１
１

火
焔
土
器
の
源
流
を
探
る
発
掘
調

査
を
行
い
ま
す
。
遺
跡
や
発
掘
に
興

味
の
あ
る
人
で
発
掘
調
査
に
参
加
し

て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

調
査
団
長
は
、
ジ
ョ
ー
モ
ネ
ス
ク

ジ
ャ
パ
ン
機
構
理
事
長
で
、
県
立
歴

史
博
物
館
長
の
小
林
達
雄
さ
ん
で
す
。

発
掘
遺
跡
＝
山
下
遺
跡
（
柿
町
字
山

下
）

期
間
＝
８
月
４
日
b
〜
13
日

d

事
前
講
習
＝
５
回
（
７
月
中
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
、
会

場
未
定
）

整
理
作
業
＝
発
掘
終
了

後
（
月
１
回
程
度
を
予
定
）
定
員
＝

20
人
　
対
象
＝
高
校
生
〜
一
般
、
原

則
と
し
て
発
掘
期
間
お
よ
び
事
前
講

て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

利

用
料
＝
無
料
　
駐
車
場
＝
８
台

申
し
込
み
＝
用
地
管
財
課
1
39

・
２
２
１
１

和
室
や
中
小
会
議
室
が
あ
り
、

会
合
や
食
事
会
な
ど
の
場
所
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
（
営
利
目

的
を
除
き
ま
す
。
酒
類
の
持
ち

込
み
も
可
能
で
す
が
、
酒
宴
を

主
と
す
る
目
的
で
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
）。

所
在
地
＝
旭
町
２
の
２
の
７

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
、
年
末

年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

利
用
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
休
館
日
の
利
用
、

利
用
時
間
の
延
長
な
ど
に
つ
い

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

●
６
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

●
市
政
モ
ニ
タ
ー
を

紹
介
し
ま
す

●
長
岡
市
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

坂
井
邸
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
不
審
な
排
水
設
備
点
検
業
者

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▲ゲストハウス坂井邸

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
・
技
術
シ
ー

ズ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

■
縄
文
時
代
遺
跡
の
発
掘
調
査

参
加
者
募
集

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

オ
リ
ヅ
ル
ラ
ン
の
名
は
、
ラ

ン
ナ
ー（
つ
る
）の
先
に
で
き
る

子
株
の
姿
が
折
り
鶴
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

別
名
、
チ
ョ
ウ
ラ
ン（
蝶
蘭
）や

フ
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン（
風
蝶
蘭
）と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ヅ
ル
ラ
ン
は
、
ラ
ン
と

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
実

は
ユ
リ
科
の
植
物
で
非
耐
寒
性

の
多
年
草
で
す
。
斑ふ

入
り
の
葉

が
美
し
い
こ
と
や
子
株
の
ふ
や

し
方
が
簡
単
な
こ
と
も
あ
り
、

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。オ

リ
ヅ
ル
ラ
ン
に
は
、
普
通

の
大
き
さ
の
も
の
と
葉
の
幅
が

広
い
大
柄
の
ヒ
ロ
ハ
オ
リ
ヅ
ル

ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

葉
の
中
央
に
白
い
斑
が
入
り
葉

の
両
縁
が
緑
の
「
中
斑
」
と
、

葉
の
中
央
が
緑
で
縁
に
白
い
斑

が
入
る
「
外
斑
」
の
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
違
い
に
気
づ

か
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
観

賞
価
値
は
ど
ち
ら
も
変
わ
ら
な

い
よ
う
で
す
。

（
場
所
）
光
の
少
な
い
室
内
で

も
育
ち
ま
す
が
、
ラ
ン
ナ
ー
や

子
株
が
で
き
ず
、
葉
が
無
駄
に

伸
び
て
倒
れ
た
り
し
ま
す
。

春
か
ら
秋
ま
で
は
屋
外
に
出

し
ま
す
が
、
直
射
日
光
の
下
で

は
葉
焼
け
を
す
る
の
で
、
半
日

陰
ま
た
は
明
る
い
日
陰
に
置
く

と
葉
が
美
し
く
な
り
ま
す
。

霜
に
弱
い
の
で
、
晩
秋
に
は

明
る
い
室
内
に
移
動
し
ま
す
。

（
植
え
替
え
）
気
温
の
安
定
す

る
、
八
重
桜
が
散
る
こ
ろ
か
ら

９
月
こ
ろ
ま
で
が
植
え
替
え
の

適
期
で
す
。
例
え
ば
、
赤
玉
土

と
腐
葉
土
の
等
量
配
合
に
鹿
沼

土
を
１
、
２
割
加
え
た
土
で
、

２
年
に
１
回
は
植
え
替
え
て
や

り
ま
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
貯
水
組
織
が
発
達

し
た
多
肉
根
を
も
っ
て
い
る
の

で
、
生
育
適
温
で
あ
る
摂
氏
15

度
〜
25
度
く
ら
い
の
春
か
ら
秋

ま
で
は
、
土
が
乾
い
た
ら
た
っ

ぷ
り
与
え
ま
す
。
た
だ
し
、
受

け
皿
に
水
が
長
時
間
た
ま
っ
た

ま
ま
だ
と
根
腐
れ
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

冬
は
、
直
接
暖
房
で
暖
め
な

い
無
加
温
の
場
所
で
、
最
低
で

摂
氏
５
度
以
上
を
保
て
る
と
こ

ろ
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
与
え

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
肥
料
）
春
か
ら
秋
ま
で
の
生

育
期
は
、
観
葉
植
物
用
の
千
倍

液
肥
な
ど
を
月
に
２
、
３
回
与

え
ま
す
。
冬
期
は
原
則
と
し
て

与
え
ま
せ
ん
。

（
葉
先
が
枯
れ
る
）
直

射
日
光
で
葉
が
焼
け
た

と
き
、
ま
た
、
水
ぎ
れ

や
逆
に
水
の
や
り
過
ぎ

で
根
腐
れ
し
た
と
き
に

葉
先
が
枯
れ
る
ほ
か
、

根
詰
ま
り
も
葉
枯
れ
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

（
ふ
や
し
方
）
普
通
の
オ
リ
ヅ

ル
ラ
ン
は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
先
の

子
株
の
葉
数
が
６
、
７
枚
の
こ

ろ
に
は
、
多
肉
根
も
見
え
て
い

ま
す
。
こ
の
子
株
を
取
り
、
３

〜
４
号
鉢
に
植
え
込
む
だ
け
で

簡
単
に
ふ
や
せ
ま
す
。

ヒ
ロ
ハ
オ
リ
ヅ
ル
ラ
ン
は
、

７
、
８
芽
以
上
の
大
株
に
な
ら

な
い
と
、
ラ
ン
ナ
ー
は
出
に
く

く
一
般
的
に
は
株
分
け
で
ふ
や

し
ま
す
。

緑
の
山
野
を
渡
る
風
が
、
花
の
よ
い
香
り
を
運
ん
で
く
る
こ

ろ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
民
家
の
軒
下
に
は
季
節
の
花

や
観
葉
植
物
の
吊
り
鉢
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
月
は
、
代
表
的
な
観
葉
植
物
の
一
つ
、
オ
リ
ヅ
ル
ラ
ン
を

紹
介
し
ま
す
。

草
姿
が
楽
し
い
オ
リ
ヅ
ル
ラ
ン

192

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

▲オリヅルラン（外斑）

市では、携帯電話で
ご利用できるホームペ
ージを開設しました。
（一部のez-webでご利
用できない機種があり
ます）。
イベント情報や施設

案内、相談窓口案内の
ほか、待ち受け画面の
ダウンロードもできま
す。どうぞご利用くだ
さい。
問い合わせ＝情報政策
課†39・2205

携帯電話向け長岡市ホームページ
http://www.city.nagaoka.niigata.jp/index/
を開設しました

市議会の本会議や委員会は公開されていま
す。みなさん気軽においでください。

時　　間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

傍聴定員＝本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

市議会を傍聴しませんか

お問い合わせは議会事務局†３９・２２４４へ

市議会６月定例会の日程

ガソリンや灯油などを取り扱う際はご注意を
６月８日a～14日g、全国一斉に「危険物安全

週間」が実施されます。ガソリンや灯油などの危
険物は、ひとたび事故が発生すると大きな災害と
なります。一人ひとりが取り扱いに注意し、事故
を起こさないようにしましょう。

担当＝消防本部予防課†３５・２１９０

▲こうなる前に所有（管理）者の
責任で除草を

習
・
整
理
作
業
を
通
し
て
参
加
で
き

る
人
。
参
加
者
は
、
ジ
ョ
ー
モ
ネ
ス

ク
ジ
ャ
パ
ン
機
構
の
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
（
会
費
３
、０
０
０
円
）

６
月
20
日
f
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ジ
ョ
ー
モ
ネ
ス
ク
ジ
ャ
パ
ン
機
構
新

潟
支
部
（
長
岡
商
工
会
議
所
内
㈱
縄

文
）
1
32
・
４
５
０
０
、
FAX
34
・
４

５
０
０
へ

宗
教
曲
か
ら
ポ
ッ
プ
ス
ま
で
、
幅

広
い
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
く
歌
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す
。

活
動
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会

費
＝
月
３
、０
０
０
円

石
川
さ
ん

1
35
・
３
５
１
８

さ
ん
か

■
女
声
合
唱
団
「
み
つ
葉
」
団
員
募
集

●
あ
き
地
の
所
有
（
管
理
）
者

は
定
期
的
に
除
草
を



「福祉マップ」編集委員募集
長岡市は、公共施設や宿泊施設、飲

食店等のバリアフリー情報を集約した
携帯用の福祉マップを作成します。
この福祉マップに掲載する施設の抽
出や、掲載する内容等について検討す
る編集委員を募集します。
対象＝18歳以上の福祉やバリアフリー

に興味のある人で、平成15年度
中に３回程度開催する編集委員
会に出席可能な人　

募集人数＝10人程度　
謝金＝編集委員会１回につき3,000円
申し込み＝６月20日fまでに住所、氏

名、年齢、電話番号を、電話、
ファクスまたはＥメールで福祉
総務課139・2217、FAX39・2275、
Ｅメールfukushi＠city.nagaoka.
niigata.jpへ
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで 
ください。 

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め

に
、
心
肺
そ
生
法
を
覚
え
ま
せ

ん
か
。
心
肺
そ
生
法
を
中
心
と

し
た
３
時
間
の
普
通
救
命
講
習

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
方
な
ど
と

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
最
も

大
切
な
応
急
手
当
「
心
肺
そ
生

法
」
を
マ
ス
タ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は

「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を

交
付
し
ま
す
。

時
間
＝
各
会
場
と
も
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
ま
で

申
し
込
み
＝
各
講
習
日
の
５
日

前
ま
で
に
消
防
署
救
急
係
1
35

・
２
１
９
３
へ

日
常
の
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と

や
悩
み
ご
と
の
相
談
に
、
相
談
員

が
応
じ
ま
す
。

場
所
＝
市
役
所
１
階
市
民
相
談
窓

口
（
⑬
番
窓
口
）

〔
市
民
相
談
〕

日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
電
話
可
）

〔
弁
護
士
相
談
〕

日
時
＝
毎
週
金
曜
日
（
祝
祭
日
の

場
合
は
そ
の
前
日
）
午
後
１
時
〜

５
時
（
予
約
制
、
１
人
30
分
以
内
）

市
民
相
談
の
分
室
で
す
。
気
軽

に
お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
電
話
可
）

場
所
＝

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

暮
ら
し
や
住
ま
い
、
家
族
の
こ

と
な
ど
、
何
で
も
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
水

道
町
３
）

〔
一
般
相
談
〕

日
時
＝
月
〜
金
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
（
電
話
可
。
祝
日
は
休
み
）

〔
法
律
相
談
〕

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
〜

４
時
（
予
約
制
。
祝
日
は
休
み
）

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
ウ

ィ
ル
な
が
お
か
」
で
は
、
い
き
い

き
と
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
あ

な
た
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

男
で
あ
る
こ
と
、
女
で
あ
る
こ

と
か
ら
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
専
門
の
女
性
相
談
員
が
お
聞
き

し
、
解
決
の
方
法
を
一
緒
に
考
え

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

〔
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
〕

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
面
接
で

相
談
に
応
じ
ま
す（
要
電
話
予
約
）。

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
（
祝
日
は
休
み
）

〔
か
ら
だ
・
性
の
悩
み
相
談
〕

保
健
師
、
助
産
師
、
思
春
期
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
面
接

で
の
相
談
を
希
望
す
る
人
は
予
約

が
必
要
で
す
。
電
話
で
の
相
談
は

相
談
日
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
午

後
１
時
〜
４
時

〔
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〕

相
談
の
予
約
を
し
た
い
と
き
や
、

ど
こ
に
聞
い
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
と
き
は
「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
」

の
相
談
窓
口
1
39
・
９
３
５
７

（
相
談
専
用
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
月
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
６
時

市
町
村
合
併
推
進
室
で
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
市
町
村
合

併
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
ご
希
望
に

応
じ
て
職
員
が
出
向
い
て
「
市

町
村
合
併
講
座
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

時
間
は
、
ご
希
望
に
よ
り
一

時
間
か
ら
二
時
間
程
度
で
調
整

し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

内
容
＝
①
市
町
村
合
併
に
関
す

る
一
般
的
な
事
項
や
長
岡
地
域

の
状
況
に
つ
い
て
②
長
岡
地
域

任
意
合
併
協
議
会
で
の
議
論
や

進
行
状
況
に
つ
い
て
③
合
併
に

関
す
る
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど

定
員
＝
人
数
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
（
数
人
の
グ
ル
ー
プ
で
も
結

構
で
す
）

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
＝
市
町
村
合
併
推
進
室

1
39
・
２
２
６
０

五
月
の
風
の
様
に
爽
や
か
に
歌
い

た
い
と
集
ま
っ
た
女
声
合
唱
団
で
す
。

一
緒
に
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
米
三
（
千
手
３
）

２
階
　
会
費
＝
月
２
、５
０
０
円

土
田
さ
ん
1
33
・
２
７
４
０

7
日
本
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連

盟
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
地
域
指

導
員
の
指
導
で
、
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

新
潟
県
ダ
ン
ス
選
手
権
大
会
で
成

果
を
発
表
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
５
日
g
か
ら
の
毎
週
土

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
（
月
３

回
）

会
場
＝
日
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
＝
60

人

鈴
木
紀
元
さ
ん
1
35
・
２
２

６
６21

世
紀
は
、
高
齢
者
の
世
紀
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
健
康
で
生
き
が
い

を
持
て
る
生
活
を
送
る
た
め
に
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
な
ら
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
地
域
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
、
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
地
域
に
老
人
ク

ラ
ブ
が
な
い
と
き
や
、
わ
か
ら
な
い

場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
1
37

・
０
３
０
０

９
月
27
日
g
、
28
日
a
に
ハ

イ
ブ
長
岡
で
開
催
す
る
「
環
境

ま
つ
り
」
で
展
示
す
る
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
作
品
は
、
学
生

の
部
、
一
般
の
部
に
分
け
て
審
査

し
、
優
秀
作
品
は
表
彰
し
ま
す
。

作
品
の
種
類
＝
リ
サ
イ
ク
ル
や

自
然
保
護
な
ど
環
境
に
関
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
ポ
ス
タ
ー
、

マ
ン
ガ
、
工
作
な
ど
な
ん
で
も

可
（
長
さ
１
ｍ
以
内
、
重
さ
５

㎏
以
内
）

応
募
方
法
＝
９
月

１
日
b
ま
で
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
・
職
業
・
作
品
名
・
テ
ー

マ
を
書
い
た
紙
を
添
付
の
う
え
、

〒
９
４
０
―
０
０
１
５
寿
３
の

６
の
１
長
岡
市
環
境
政
策
課
1

24
・
０
５
２
８
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
（
作
品
は
、
環
境
ま
つ
り

終
了
後
、
取
り
に
来
て
く
だ
さ

い
）

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
政

策
課
1
24
・
０
５
２
８

留
学
す
る
意
欲
の
あ
る
高
校

生
を
募
集
し
ま
す
。
必
要
な
自

己
負
担
金
（
98
〜
１
１
８
万
円
）

を
7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
が
奨

学
金
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

募
集
期
間
＝
６
月
16
日
b
〜
７

月
15
日
c

留
学
期
間
＝
平
成

16
年
の
出
発
日
か
ら
１
年
間

募
集
人
数
＝
３
人
　
応
募
条
件

＝
7
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
ま
た
は

7
Ｙ
Ｆ
Ｕ
日
本
国
際
交
流
財
団

の
選
考
試
験
を
受
験
す
る
こ
と

な
ど
　
問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課

内
7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
事
務

局
1
39
・
２
２
０
３

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
で
は
、
女

性
も
男
性
も
と
も
に
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
毎
年
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

催
し
、
講
演
会
や
分
科
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
企
画
や

運
営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア

で
楽
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

開
催
期
日
＝
平
成
16
年
２
月
こ

ろ
（
予
定
）

募
集
人
数
＝
20

人
（
月
２
回
程
度
の
打
合
せ
に

出
席
で
き
る
人
）

申
し
込
み

＝
６
月
10
日
g
ま
で
に
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
1
39
・
２
７

４
６
、
FAX
39
・
２
７
４
７
、
Ｅ

メ
ー
ルw

ill@
city.nagaoka.

niigata.jp

へ

募
集
区
画
数
＝
20
区
画
（
４
㎡

…
７
区
画
、
６
㎡
…
13
区
画
）

募
集
要
件
＝
次
の
す
べ
て
の
要

件
に
該
当
す
る
人
で
す
①
長
岡

市
に
住
所
が
あ
る
②
埋
葬
し
て

い
な
い
焼
骨
を
持
っ
て
い
る

（
他
に
墓
地
を
持
っ
て
い
な
い
）

③
使
用
許
可
後
一
年
以
内
に
墓

碑
を
建
立
で
き
る
　
永
代
使
用

料
＝
４
㎡
…
１
２
５
、０
０
０
円

６
㎡
…
１
８
７
、０
０
０
円

管

理
手
数
料
＝
４
㎡
…
年
１
、２
０

０
円

６
㎡
…
年
１
、８
０
０
円

受
付
期
間
＝
６
月
16
日
b
〜
25

日
d

受
付
場
所
＝
市
民
課

（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
生
活
係

1
39
・
２
２
１
５

日
時
＝
６
月
23
日
b
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

小
ア
リ
ー
ナ
　
対
象
＝
産
後
、
正
常

に
１
カ
月
以
上
を
経
過
し
た
女
性

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

６
０
０
円
（
保
険
料
含
む
。
保
育
を

希
望
す
る
場
合
は
、
別
途
、
１
人
に

つ
き
１
０
０
円
が
必
要
）

持
ち
物

＝
運
動
ぐ
つ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
運
動
の
で
き
る
服
装
（
保
育
を

希
望
す
る
人
は
、
ほ
か
に
お
む
つ
、

着
替
え
、
飲
み
物
も
）

住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
保
育
希

望
の
有
無
（
希
望
す
る
場
合
は
お
子

さ
ん
の
年
（
月
）
齢
、
人
数
、
名
前

も
）
を
日
本
助
産
師
会
長
岡
班
・
西

村
さ
ん
1
・
FAX
35
・
９
５
６
１
、
Ｅ

メ
ー
ルyoshi264@

hotm
ail.com

へ

信
濃
川
の
自
然
に
親
し
み
、
自
然

と
の
共
生
と
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
会

で
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と

環
境
体
験
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

年
会
費
＝
２
、０
０
０
円
（
家
族
会
員

３
、０
０
０
円
）

永
井
蝶
太
郎
さ

ん
1
・
FAX
32
・
７
７
６
９

日
時
＝
７
月
３
日
e
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
講

師
＝
自
然
食
料
理
人
・
船
越
康
弘
さ

ん

参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
当
日

は
３
０
０
円
増
）

食
生
活
と
子

ど
も
の
健
康
を
考
え
る
会
・
小
林
さ

ん
1
０
９
０
・
４
７
４
８
・
７
７
６

１
（
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数15.５.１（前月比）

191,932人 94,324人 97,608人 66,868世帯
（＋720） （＋614）（＋260）（＋460）

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

▲アルゼンチンに留学した
飯田弘基さん（写真中央）
ホームステイ先で

▲阪之上公民館での市町村合併講
座で（５月19日）

●
「
市
町
村
合
併
講
座
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▲昨年の救急フェアの応急
措置体験コーナーで

●
救
急
講
習
会
（
無
料
）

●
長
岡
市
墓
園
（
鉢
伏
町
）

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

●
エ
コ
ロ
ジ
ー
ア
ー
ト

作
品
募
集

●
「
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
実
行
委
員
募
集

●
海
外
高
校
留
学
奨
学
生
募
集

◆
市
民
相
談
1
39
・
２
２
５
５

◆
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
相
談
室

1
39
・
９
３
５
７

◆
市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー

1
34
・
７
６
２
２

◆
ふ
れ
あ
い
福
祉
総
合
相
談
所

1
33
・
６
０
０
０

市
民
相
談
窓
口
（
相
談
無
料
）
の
ご
案
内

■
「
五
月
の
風
」
団
員
募
集

■
長
岡
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
参
加
者
募
集
（
無
料
）

■
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
せ
ん
か

■
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
（
産
後
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
）
参
加
者
募
集

■
信
濃
川
学
校
会
員
募
集

■
講
演
会
「
い
の
ち
・
い
き
い
き

雨
の
日
も
晴
れ
の
日
も
〜
健
康
は

食
と
生
き
方
で
決
ま
る
〜
」

インキュベーション・オフィス
入居者募集

～あなたもITを使って起業しませんか～

長岡市は、情報機器を活用する起業
家に、ブロードバンド環境の整ったオ
フィスを低賃料で提供します。
あなたも、情報機器を活用して地元
長岡で起業してみませんか。
入居すると、ＳＯＨＯ事業者や情報
産業各社などとの交流会への参加をは
じめ、資金、技術、特許や経営に関す
るアドバイスも受けることができます。
オフィス所在地＝長岡市殿町２の３の９
募集室数＝３室（Ｂタイプ２室（12㎡）、

Ｃタイプ１室（24㎡））
利 用 料＝Ｂタイプ月額40,000円、

Ｃタイプ月額55,000円
入居期間＝９月１日bから最長２年間
申し込み＝６月30日bまでに商業振興

課139・2228、FAX36・7385
へ

長岡市 
墓園 

長岡市墓園案内図



新
型
肺
炎
「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）」
関
連
情
報

2 7 2 6
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話、FAX、Eメールで申し込んで 
ください。 

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

６
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
15
年
２
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
８
月
生
ま
れ

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）か

ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

子
宮
・
乳
が
ん
の
検
診
を
夜

間
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
18
日
d
午
後
６
時

か
ら
（
受
付
は
午
後
５
時
40
分

〜
６
時
20
分
）

会
場
＝
健
康

セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
子
宮
が
ん

検
診
は
頸
部
の
細
胞
診
、
乳
が

ん
検
診
は
視
触
診
　
定
員
＝
80

人
（
先
着
順
）

負
担
金
＝
子

宮
が
ん
６
０
０
円
、
乳
が
ん
４

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
４
月
１

日
か
ら
受
付
中
・
前
日
ま
で
に

電
話
で

市
内
で
、
麻
し
ん
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
生
後
12
カ
月
以
上

７
歳
６
カ
月
未
満
で
、
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い

な
い
お
子
さ
ん
は
、
早
め
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

会
場
・
実
施
時
間
な
ど
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

1
29
・
２
３
５
０
で
は
、
毎
日

献
血
が
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
成
分
献
血
は
電
話

予
約
が
必
要
で
す
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
寝
た
き
り
予
防
な
ど

に
つ
い
て
理
学
療
法
士
・
保
健

師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
＝
６
月
26
日
e

時
間

＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち
機
能
訓
練
室

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
に
機
能
訓

練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
ほ
か
、
６
月
５
日
e
、
19

日
e
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
簡

単
な
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て

い
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち
機
能
訓
練
室

日
本
赤
十
字
社
で
は
平
成
15
年
度

の
社
員
（
社
費
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
地
元
の
協
賛
委
員
や
町
内
会
役

員
を
通
じ
て
お
願
い
に
あ
が
り
ま
す
。

社
費
（
年
額
）
５
０
０
円
以
上
の
納

入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
社
費
は
、
災
害

救
助
活
動
や
救
援
物
資
交
付
、
救
急

法
の
講
習
会
な
ど
、
赤
十
字
事
業
を

行
う
大
切
な
活
動
資
金
に
な
り
ま
す
。

福
祉
総
務
課
内
日
赤
長
岡
市
地
区

事
務
局
1
39
・
２
２
１
７

在
宅
の
知
的
障
害
児
・
者
を
対
象

に
し
た
教
室
で
す
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
な
ど
で
体
を

動
か
し
た
あ
と
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

図
り
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
３
土
曜
日
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
桜
花
園
体
育

館
（
西
津
町
）

参
加
料
＝
無
料

桜
花
園
地
域
支
援
課
・
江
畠
さ
ん

1
47
・
５
５
２
５

日
時
＝
７
月
４
日
f
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

対
象

＝
１
歳
未
満
児
と
保
護
者
　
内
容
＝

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
義
と
試
食
、

子
育
て
情
報
交
換
　
講
師
＝
栄
養
士
・

坂
内
泉
さ
ん
　
持
ち
物
＝
親
子
と
も

試
食
用
の
食
器
と
ス
プ
ー
ン
　
定
員

＝
40
組
（
先
着
順
）

６
月
16
日

６
月
４
日
〜
10
日
は
「
歯
の

衛
生
週
間
」
で
す
。

今
年
度
の
標
語
は
「
わ
た
し

の
歯
　
み
ら
い
へ
つ
づ
く
　
た

か
ら
ば
こ
」
で
す
。

歯
と
お
口
の
健
康
は
、
元
気

な
生
活
の
源
で
す
。
自
分
の
歯

で
毎
日
の
食
事
を
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
は
、
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
第
一

歩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
策
定
し
た
長
岡
市

歯
科
保
健
計
画
で
は
、「
一
生
自

分
の
歯
で
食
生
活
を
楽
し
め
る
」

「
会
話
を
楽
し
め
る
」「
快
適
な

口
腔
常
態
を

保
持
で
き
る
」

の
３
つ
を
生

活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
た

め
の
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

歯
の
健
康

は
、
食
事
や

疲
労
、
喫
煙

な
ど
の
生
活

習
慣
と
も
深

い
関
係
が
あ

り
ま
す
。
１

日
に
１
回
は
、

し
っ
か
り
歯

み
が
き
を
し
、

定
期
的
に
歯

科
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

b
か
ら
健
康
課
内
母
子
保
健
推
進
員

協
議
会
事
務
局
1
32
・
５
０
０
０
へ

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
の
た
め

に
多
く
の
人
が
骨
髄
移
植
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
待
ち
続
け
て
い
る
人

の
た
め
に
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

登
録
の
際
、
検
査
用
に
10
㏄
の
採

血
を
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
15
日
a
、
10
月
19
日
a

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会

場
＝
ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店
　
対
象
＝
20

歳
〜
50
歳
の
健
康
な
人

に
い
が

た
・
骨
髄
バ
ン
ク
を
育
て
る
会
1
０

２
５
・
２
３
３
・
５
９
６
３

「
発
作
が
お
こ
り
や
す
い
の
は
ど

ん
な
時
？
」「
い
つ
ま
で
薬
を
続
け
れ

ば
い
い
の
か
し
ら
？
」
な
ど
の
疑
問

に
、
最
新
治
療
の
方
法
な
ど
を
交
え

な
が
ら
分
か
り
や
す
く
お
答
え
し
ま

す
。
保
育
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
19
日
e
午
前
10
時
〜
正

午
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院
健
診
棟

４
階
講
堂
　
講
師
＝
医
師
・
郡
司
哲

己
さ
ん
、
松
井
俊
晴
さ
ん

長
岡

中
央
綜
合
病
院
小
児
科
外
来
1
35
・

３
７
０
０

日
時
＝
７
月
５
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午
後
１
時
か

ら
）

会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院

健
診
棟
４
階
講
堂
　
講
師
＝
①
乳
が

ん
…
外
科
部
長
・
新
国
恵
也
さ
ん
②

肺
が
ん
…
胸
部
外
科
医
長
・
大
塚
弘

毅
さ
ん
③
胃
・
大
腸
が
ん
…
内
科
医

長
・
稲
田
勢
介
さ
ん

長
岡
中
央

綜
合
病
院
地
域
保
健
講
座
委
員
会
1

35
・
７
２
６
４
、
FAX
39
・
７
８
６
３

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

１歳６か月健診の歯科指導（５月15日・健康センター）
市では、１歳６か月健診を受診する親子に、はみがき指導
を行い、一生健康な歯で過ごせるよう支援しています。
みなさんも、80歳で20本以上の自分の歯を保持するために、
自分でできることを、今日から始めましょう（８０２０運
動といいます）。

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp

●
足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

１●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ
（
無
料
）

２

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

３●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

４●
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
（
夜
間
）

５

●
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

６●
市
民
街
頭
献
血
（
全
血
献
血
）

７

▲長岡きたまち献血ルーム

●
一
生
健
康
な
歯
で
、
美
味
し

く
食
べ
て
元
気
な
生
活
を

〜
歯
科
保
健
計
画
が
ス
タ
ー
ト
〜

８

▲

■
あ
な
た
も
赤
十
字
社
員
に

■
余
暇
支
援
教
室
メ
ン
バ
ー
募
集

■
母
と
子
の
つ
ど
い

赤
ち
ゃ
ん
編
（
無
料
）

■
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
会

■
小
児
ぜ
ん
そ
く
教
室
（
無
料
）

■
地
域
保
健
講
座
「
専
門
医
が
語
る

癌
の
診
断
と
最
新
治
療
」（
無
料
）

精神保健福祉相談会（無料）
日時＝６月16日b午後２時～３時30分
会場＝長岡健康福祉環境事務所（長岡保健所）
内容＝精神科医師による精神一般相談（予約制）
申し込み＝長岡健康福祉環境事務所地域保健課

†33・４９３１

月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日

診療科目
休日急患診療所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

１日A・22日A

８日A・29日A

15日A

長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）
立 川 綜 合 病 院（133・3111）

立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）

6月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
a休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。
s夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

「
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）」
の
感
染
を
予
防

す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
、
流

行
地
域
へ
の
不
要
不
急
の
旅
行

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

５
月
21
日
現
在
、
北
京
、
広

東
省
、
河
北
省
、
香
港
、
湖
北

省
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
吉

林
省
、
江
蘇
省
、
山
西
省
、
陜

西
省
、
天
津
、
台
北
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
流
行
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
も
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
は
、
で
き
る
だ

け
人
ご
み
を
避
け
、
外
出
時
は

マ
ス
ク
を
着
用
し
、
外
出
後
の

う
が
い
・
手
洗
い
を
十
分
に
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
の
際
は
、

必
ず
事
前
に
電
話
を
！

発
生
報
告
が
あ
る
国
や
地
域

に
旅
行
し
た
人
で
、
帰
国
後
10

日
以
内
に
、
38
度
以
上
の
急
な

発
熱
ま
た
は
咳
、
呼
吸
困
難
感

と
い
っ
た
症
状
が
で
た
場
合
は
、

必
ず
、
事
前
に
下
記
の
相
談
窓

口
ま
た
は
医
療
機
関
に
電
話
連

絡
の
う
え
（
医
療
機
関
は
、
連

絡
を
受
け
る
と
同
時
に
、
診
察

の
た
め
の
準
備
を
行
い
ま
す
）、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
連
絡
や
受
診
の
際
に

は
、
必
ず
伝
播
確
認
地
域
へ
の

渡
航
の
有
無
ま
た
は
感
染
の
疑

い
の
あ
る
人
と
の
接
触
の
有
無

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
＝
平
日
…
健
康
課
ま

た
は
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務

所
医
薬
予
防
課
1
33
・
４
９
３

２
、
休
日
…
県
健
康
対
策
課
1

０
２
５
・
２
８
０
・
５
２
０
０

夜
間
…
長
岡
総
合
庁
舎
（
夜
間

警
備
員
室
）
1
38
・
２
５
０
１

見直してみよう

～お医者さんのかかり方～
13年度の国保1人当たりの医療費は約36万5千円
長岡市の国民健康保険加入者の

平成13年度総医療費は、約203億
９千万円。１人当たりでは、約36
万５千円の医療費を支払っている
ことになります。これは、新潟県
の平均を２千円上回る金額です。
特に、お年寄りの医療費は、１
人当たり約64万８千円にものぼり
ます。
【こんなことも医療費の増加につながります】
○病気になっても、重くなるまで放っておく。
○必要以上に薬を欲しがる。
○１つの病気で、お医者さんを転々と変える
（そのたびに検査や治療がやり直しになります）。
医療費は、一人ひとりの普段からの心がけで節約するこ
とができます。大切な医療費の使い方について、もう一度
見直してみましょう。
【こんなことを心がけましょう】
○信頼して相談できる家庭医を持ち、指導を受けましょう。
○適度な運動や十分な睡眠、バランスのとれた食事などを
心がけましょう。
○趣味のサークル、生涯学習、老人会活動など、心から楽
しめるものをもち、心身を活発にし、病気に対する抵抗
力をつけましょう。

担当＝国保医療課†３９・２２２０

ハチ　マル　ニィ　マル


